
未未
来来
へへ
のの
道道
筋筋  

世
界
中
を
揺
る
が
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
は
１
年
半
近
く
経
っ
て
も
終
息
に
は
ほ

ど
遠
い
状
況
で
す
。
日
本
で
も
な
お
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ
」
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

セ
ン
バ
ツ
甲
子
園
野
球
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
再
開

さ
れ
る
な
ど
明
る
い
兆
し
も
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

静
中
・
静
高
関
東
同
窓
会
は
、
昨
年
７
月
の
総

会
・
懇
親
会
は
中
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
が
、

今
年
は
総
会
・
講
演
会
を
２
年
ぶ
り
に
開
催
い
た

し
ま
す
（
懇
親
会
は
見
送
り
ま
す
）
。
同
窓
生
の
絆

を
結
ぶ
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
時
代
に
伴
走
し
つ
つ
、

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
会
場
リ
ア
ル
ご
参
加
と
オ

ン
ラ
イ
ン(

Zoo
m)

ご
参
加
の
両
方
か
ら
選
択
で
き

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
来
年
度
以
降
の
新
し
い
総
会
の

形
の
試
金
石
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

     

リ
ア
ル
会
場
は
通
常
の
広
い
10
階
ホ
ー
ル
を
使

用
、
安
心
安
全
を
確
保
し
三
密
を
避
け
る
た
め
上
限

を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ご
参

加
に
つ
い
て
は
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま

で
総
会
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
若
い
世
代
の

方
々
も
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ご
参
加

方
法
は
３
頁
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

総
会
で
は
、
佐
野
倫
氏
（
98
期
）
に
よ
る
講
演

「
お
も
ロ
シ
ア
、
お
そ
ロ
シ
ア
」
の
ほ
か
、
夏
の
高

校
野
球
県
大
会
に
向
け
て
の
戦
力
分
析
な
ど
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
校
歌
や
逍
遥
歌
も
音
声
を
バ
ッ
ク
に

「
口
パ
ク
」
で
歌
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
会
報
は
同
窓
生
を
結
ぶ
貴
重
な
ツ
ー
ル
と
な
り

ま
す
。
今
号
も
多
く
の
原
稿
や
写
真
を
寄
稿
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
下
で
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
号
は
「
世
界
の
旅
」
を
特
集
し
ま
し
た
。
同
窓
生

に
よ
る
地
球
漫
歩
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

最寄り駅「内幸町」・「霞ヶ関」・JR「新橋」 

会場案内図 

◆
日
時 

令
和
３
年
７
月
２
日(

金)

午
後
６
時
よ
り
（
開
場
は
午
後
５
時
か
ら
）

 

◆
場
所 

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
10
階
ホ
ー
ル 

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二-

二-

一

・
入
館
時
と
総
会
受
付
に
て
二
重
の
確
認
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。
お
時
間
の
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
議
案
資
料
（
本
会
報
）
と
、
事
前
に
お
配
り
す
る
「
健
康
自
己
申
告
票
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
議
題 

一
号
議
案 

規
約
改
正

二
号
議
案 

２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
監
査
報
告

三
号
議
案

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案

 

◆
講
演 

総
会
終
了
次
第 

◆
講
演
者 

佐
野
倫
（
98
期
） 

表
題
「
お
も
ロ
シ
ア
、
お
そ
ロ
シ
ア
」

「
お
も
ロ
シ
ア
、
お
そ
ロ
シ
ア
」

講
演
ご
挨
拶
（
２
頁
）

佐
野
倫(

98
期) 

イ
ラ
ン
人
の
今
昔大

村
多
聞(

82
期) 

美
し
い
ス
リ
ラ
ン
カ
の
旅

松
村
淳
子(

88
期)  

大
自
然
に
触
れ
て
「
香
港
再
発
見
」

小
野
尚
美(

98
期)  

私
と
音
楽
の
関
わ
り  

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
在
住

髙
塚
昭
男(

77
期)  

小
さ
な
旅
の
物
語 

イ
タ
リ
ア

栗
田
收
司(

77
期)  

赤
道
直
下
の
ア
フ
リ
カ
で
九
死
に
一
生

八
牧
浩
行(

82
期) 

◆
会
費

無
料

四
号
議
案

役
員
補
充
の
件
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新新
しし
いい
総総
会会
のの
姿姿
をを
求求
めめ
てて  

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

会
長 

84
期 

杉
山
順
一 

 

昨
年
の
総
会
は
突
然
の
コ
ロ
ナ
禍

の
為
、
従
来
の
形
で
皆
様
に
お
集
ま
り

頂
く
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

は
毎
年
恒
例
の
同
窓
会
行
事
が
初
め

て
そ
れ
を
許
さ
な
い
社
会
状
況
に
直

面
し
た
場
面
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

そ
う
し
た
中
、
「
コ
ロ
ナ
禍
と
は
い

え
次
年
度
こ
そ
総
会
・
講
演
会
の
実
施

を
」
を
念
頭
に
、
数
々
の
検
討
を
重
ね

て
参
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
回
の
【
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
縮
小
総
会
・
講
演
会
】

で
あ
り
、
「
日
比
谷
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

に
お
集
ま
り
頂
け
る
皆
様
」
と
、
「
リ

モ
ー
ト
ご
参
加
可
能
な
皆
様
」
に
よ
る

コ
ロ
ナ
禍
下
で
の
新
し
い
姿
で
す
。 

と
は
言
え
お
集
ま
り
頂
く
皆
様
に

は
会
場
で
の
一
定
の
距
離
を
保
つ
着

席
と
な
り
人
数
制
限
を
せ
ざ
る
を
得

ず
真
に
心
苦
し
い
会
場
設
営
と
な
り

ま
す
が
、
ど
う
か
ご
寛
容
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。 

ま
た
一
方
、
リ
モ
ー
ト
系
で
は
今
般

立
ち
上
げ
ま
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
化
Ｐ

Ｊ
を
中
心
に
渾
身
の
ご
尽
力
で
リ
ア

ル
＋
リ
モ
ー
ト
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

総
会
講
演
会
の
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
ど
う
か
事
情
ご
賢
察
の
上
、

当
日
は
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご

後
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

近
い
将
来
再
び
「
肩
を
組
ん
で
逍
遙

歌
」
が
唱
え
ま
す
日
が
一
日
も
早
く
参

り
ま
す
事
を
祈
念
致
し
て
巻
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

     

【
講
演
の
時
代
背
景
】 

今
回
私
が
お
話
し
す
る
の
は
、
主
に

1990
年
代
後
半
の
ロ
シ
ア
社
会
に
つ
い

て
で
す
。
結
婚
し
て
間
も
な
い
頃
、
業

務
上
ロ
シ
ア
出
張
の
機
会
が
増
え
、
引

き
続
き
モ
ス
ク
ワ
の
駐
在
員
事
務
所

に
赴
任
し
て
お
り
ま
し
た
。
ソ
連
邦
の

崩
壊
が
1991
年
の
末
、
プ
ー
チ
ン
大
統

領
の
登
場
が
２０００
年
初
め
で
す
の
で
、

そ
の
間
の
話
に
な
り
ま
す
。 

 

皆
様
は
、
そ
も
そ
も
ロ
シ
ア
な
ど
行

っ
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
方
が
多
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
百
聞

は
一
見
に
如
か
ず
。
一
外
国
人
、
一
市

民
の
視
点
か
ら
、
私
が
実
際
に
経
験
し

た
こ
と
を
中
心
に
お
話
し
ま
す
。 

     

【
お
も
し
ろ
い
人
た
ち
】 

歴
史
を
紐
解
き
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
が

ア
ジ
ア
方
面
に
積
極
的
に
展
開
し
て

き
た
18
世
紀
以
降
、
日
本
は
こ
の
隣

国
か
ら
常
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
特
に
同
じ
隣
国
の
大
国 

     

で
あ
る
中
国
と
比
較
し
ま
し
て
も
、

「
恐
ろ
し
い
」
イ
メ
ー
ジ
が
延
々
と
付

い
て
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

政
治
的
に
は
そ
の
通
り
の
部
分
も

あ
る
の
で
す
が
、
現
地
で
暮
ら
し
て
み

る
と
市
民
の
日
常
生
活
レ
ベ
ル
で
は
、

お
お
ら
か
で
ど
こ
か
抜
け
て
い
る
「
お

も
ろ
い
」
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
人
た
ち
が

多
い
と
い
う
、
ま
る
っ
き
り
違
っ
た
印

象
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

【
そ
こ
は
カ
オ
ス
の
世
界
だ
っ
た
】 

同
窓
会
の
講
演
会
に
登
壇
さ
れ
る

方
は
堅
い
職
業
の
方
や
オ
ー
セ
ン
テ

ィ
ッ
ク
な
カ
ル
チ
ャ
ー
に
係
わ
る
方

が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
当

方
と
言
え
ば
、
民
間
企
業
の
社
員
と
し

て
現
地
で
暮
ら
し
何
で
も
あ
り
の
「
カ

オ
ス
」
の
中
で
か
な
り
危
う
い
橋
を
渡

る
事
も
あ
り
ま
し
た
。
尤
も
そ
れ
ら
を

す
べ
て
正
直
に
お
話
す
る
訳
に
も
い

か
な
い
の
で
、
今
回
は
ご
く
一
部
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

憎
め
な
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
持
っ
た

人
々
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
、
興
味
を

持
っ
て
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

【
略
歴
】
竜
南
小
・
安
東
中
・
東
京
大
学

薬
学
部
卒
、
㈱
ト
ー
メ
ン
入
社
後
、
ロ
シ

ア
駐
在
・
ド
イ
ツ
駐
在
を
経
て
、
2016
年
㈱

カ
ル
テ
ィ
ベ
ク
ス
設
立
、
取
締
役
に
就
任

し
現
在
に
至
る
。 

ポポ
スス
トト
ココ
ロロ
ナナ
をを
見見
据据
ええ  

オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
チチ
ーー
ムム
発発
足足  

92
期 

日
下
淳  

新
型
コ
ロ
ナ
で
多
人
数
の
集
ま
り
が

制
約
さ
れ
る
中
、
同
窓
会
活
動
の
維

持
・
発
展
の
カ
ギ
を
握
る
の
が
オ
ン
ラ

イ
ン
の
活
用
。
そ
の
具
体
的
な
進
め
方

を
ど
う
す
る
か
|
。
杉
山
会
長
の
下
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
、

２
０
２
１
年
度
総
会
の
進
め
方
や
、
そ

の
先
を
に
ら
ん
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
化
推

進
に
つ
い
て
協
議
し
た
。 

 

チ
ー
ム
は
副
会
長
や
理
事
、
幹
事
期

代
表
・
講
演
者
を
メ
ン
バ
ー
に
昨
年
末

か
ら
議
論
を
重
ね
、
随
時
、
正
副
会
長

会
や
理
事
会
に
報
告
さ
れ
た
。 

 

テ
ー
マ
の
一
つ
が
総
会
の
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
化
」。
理
事
会
な
ど
の
議
論
で
、

今
回
の
総
会
は
実
会
合
と
オ
ン
ラ
イ

ン
の
組
み
合
わ
せ
を
目
指
す
方
向
に

な
っ
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

技
術
的
に
ど
ん
な
準
備
が
必
要
か
？ 

 

議
論
で
は
、
機
能
や
使
い
勝
手
、
安

全
性
、
コ
ス
ト
、
予
想
外
の
事
態
へ
の

対
応
な
ど
が
焦
点
に
な
っ
た
。Web

会

議
に
は

Zoom

、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

Teams

な
ど
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

が
、
表
示
や
機
能
な
ど
微
妙
に
異
な
る
。

 

 
総
会
に
様
々
な
同
窓
会
員
が
参
加

す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
「
使
い
勝
手
」

は
極
め
て
重
要
だ
。
参
加
者
が
使
用
す

る
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
は
機
種
も
違

え
ば
通
信
環
境
も
異
な
る
。
機
種
に
よ

り
映
し
出
さ
れ
る
画
面
上
の
デ
ザ
イ

ン
も
変
わ
る
。
「
繋
が
ら
な
い
」
場
合

に
は
ど
ん
な
対
応
が
で
き
る
の
か
。 

 

あ
れ
こ
れ
議
論
を
重
ね
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
総
会
と
そ
の
後
の
講
演
会
は
、

Zoom

のWebinar

（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

と
セ
ミ
ナ
ー
機
能
を
組
み
合
わ
せ
た

サ
ー
ビ
ス
）
を
ベ
ー
ス
に
実
施
す
る
こ

と
に
決
定
。
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
。

 

 

並
行
し
て
専
門
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

の
取
得
、
パ
ソ
コ
ン
や
カ
メ
ラ
、
マ
イ

ク
等
の
必
要
機
器
の
購
入
な
ど
の
準

備
を
進
め
た
。
理
事
会
な
ど
の
会
合
の

機
に
、
接
続
実
験
も
重
ね
て
い
る
。 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
総
会
だ
け
に
留

ま
ら
な
い
。
今
後
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し

て
も
、
同
窓
会
活
動
は
オ
ン
ラ
イ
ン
抜

き
で
は
語
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
も
見
据
え
、
「
今
や
っ
て
お

く
べ
き
こ
と
」
に
つ
い
て
議
論
を
深
め

て
い
る
。 

 

ネ
ッ
ト
の
技
術
革
新
は
急
速
だ
。
１

年
も
す
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
環
境
が
全
く

変
わ
る
か
も
知
れ
な
い
。
運
用
者
が
見

落
と
し
た
点
に
、
利
用
す
る
皆
様
が
気

付
か
れ
る
こ
と
も
多
い
は
ず
だ
。
お
気

付
き
の
点
、
ご
意
見
等
あ
れ
ば
、
ご
指

摘
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

(

連
絡
は
静
中
静
高
関
東
同
窓
会
HP 

「
お
問
い
合
わ
せ
」
ペ
ー
ジ
の
「
コ
ン

タ
ク
ト
」
か
ら) 

https://shizuko-kanto-alumni.

com/contact 

講講
演演
予予
告告  

「「
おお
もも
ロロ
シシ
アア
、、
おお
そそ
ロロ
シシ
アア
」」

  

       

外から見えるロシア。さて、中は？ 

新
し
い
総
会
の
姿
を
求
め
て

会  

長
　
84
期
　
杉
山  

順
一

「
お
も
ロ
シ
ア
、
お
そ
ロ
シ
ア
」

講
演
予
告

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

　
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ー
ム
発
足

92
期　

日
下
　
淳

講
演
者
　
98
期　

佐
野
　
倫
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第
46
回 
静
中
・
静
高
関
東
同
窓
会
総
会
で
は
左
記
の
四
議
案
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
当
日
審
議
と
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
折
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
行
う
も
の
の
現
地
会
場
は
縮
小
規
模
の
開
催

と
な
る
為
、
正
副
会
長
会
及
び
理
事
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
へ
議
案
を
事

前
に
告
知
し
、
ご
意
見
を
伺
い
、
総
会
と
会
報
に
て
回
答
と
す
べ
き
と
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
議
案
の
主
旨
を
説
明
し
、
広
く
ご
意
見
を
求
め
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

一
号
議
案 

規
約
改
正  

 

昨
年
11
月
、
本
部
同
窓
会
総
会
に
て
規
約
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
部
の
新
規
約
で
は
、
名
称
変
更
・
書
面
ま
た
は
電
磁
的
記
録
に
よ
る
決

議
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
改
訂
を
提
案
し
ま
す
。 

①①
名名
称称
（
第
１
条
） 

 

本
部
同
窓
会
の
名
称
変
更
に
合
わ
せ
、
静
中
静
高
関
東
同
窓
会
と
称

す
る
。
従
来
名
称
も
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
。 

②②
委委
員員
会会
のの
位位
置置
づづ
けけ
（
第
５
、
６
、
８
、
11
、
12
、
13
、
19
条
） 

 

本
部
同
窓
会
規
約
に
合
わ
せ
、
委
員
会
に
つ
い
て
、
そ
の
位
置
づ
け
・

選
出
・
任
務
・
任
期
な
ど
を
規
定
す
る
。 

③③
書書
面面
まま
たた
はは
電電
磁磁
的的
記記
録録
にに
よよ
るる
決決
議議
（
第
９
、
21
条
） 

 

本
部
同
窓
会
の
書
面
ま
た
は
電
磁
的
記
録
に
よ
る
決
議
を
取
り
入
れ

る
と
と
も
に
、
総
会
で
も
可
能
と
す
る
。 

④④
そそ
のの
他他
、、
用用
語語
やや
条条
項項
順順
のの
適適
正正
化化  

  

二
号
議
案 

２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
監
査
報
告 

【【
事事
業業
報報
告告
】】
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
正
副
会
長
会
・
理
事

会
を
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
等
を
中
心
に
進
め
た
。 

【【
決決
算算
概概
要要
】】
8866
万万
円円
のの
黒黒
字字
をを
達達
成成
しし
まま
しし
たた
。。
同同
窓窓
会会
活活
動動
へへ
のの
ごご

協協
力力
をを
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。 

【【
収収
入入
】】
会
費
収
入
は
、
７
５
４
口
と
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
大
口
の
寄

付
と
広
告
枠
増
加
も
あ
り
、
大
幅
な
収
入
増
加
と
な
っ
た
。 

【【
支支
出出
】】
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
必
要
と
な
り
、
機
材
購
入
や

環
境
整
備
で
若
干
の
支
出
増
と
な
っ
た
。 

【【
監監
査査
】】
令
和
３
年
４
月
20
日
、
会
計
監
査
を
実
施
。

 
 

三
号
議
案 

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画
・
予
算
報
告 

【【
概概
要要
】】
オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
化化
にに
よよ
るる
新新
しし
いい
同同
窓窓
会会
活活
動動
やや

アア
フフ
タタ
ーー
ココ
ロロ
ナナ
をを
見見
据据
ええ
たた
事事
業業
計計
画画
とと
予予
算算  

【【
事事
業業
計計
画画
】】
懇
親
会
の
な
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
総
会
を

計
画
。
同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
下
期
に
は
コ
ロ
ナ

収
束
を
想
定
し
、
各
期
幹
事
会
（
冬
の
総
会
）・
異
業
種

交
流
会
・
卒
十
六
の
会
な
ど
の
活
動
を
予
定
し
た
。 

【【
収収
入入
】】
前
年
度
会
費
収
入
の
維
持
は
難
し
い
と
考
え
、

２
０
１
９
年
度
予
算
と
同
額
で
設
定
し
た
。
広
告
費
は
、

本
会
報
掲
載
の
会
社
分
を
計
上
し
た
。 

【【
支支
出出
】】
Ｗ
Ｅ
Ｂ
利
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
総
会
に
向
け
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
関
連
費
用
や
事
前
会
場
テ
ス
ト
の
費
用
を
計
上
。

 

懇
親
会
が
な
い
総
会
の
代
わ
り
に
、
各
期
幹
事
会
を
懇

親
の
場
と
で
き
る
会
場
費
用
を
計
上
し
た
。 

 

四
号
議
案 

役
員
補
充
の
件
（
当
日
発
表
と
し
ま
す
）  

      
【【
投投
票票
】】
下
記
の
「
現
地
会
場
で
の
参
加
」
と
「
リ
モ
ー

ト
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
参
加
」
と
な
っ
た
方
々
に
、
総
会
当
日
ご

審
議
い
た
だ
き
、
そ
の
場
に
て
決
議
を
し
ま
す
。 

結
果
は
、
12
月
発
行
の
会
報
等
で
ご
報
告
し
ま
す
。 

現
地
会
場
に
は
入
場
数
の
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
の
利
用
に
よ
り
、
多
く
の
会
員
の
ご
参
加
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 

【【
議議
案案
・・
会会
活活
動動
へへ
のの
ごご
質質
問問
】】  

ご
意
見
・
ご
質
問
は
、
出
欠
席
に
関
わ
ら
ず
広
く
お
受

け
し
ま
す
。
７
頁
の
用
紙
に
記
載
し
、
お
送
り
く
だ
さ

い
。
そ
の
質
疑
内
容
も
、
次
号
会
報
に
掲
載
し
ま
す
。

（
副
会
長 

94
期 

桒
原
千
朗
） 

 

現現地地会会場場ででのの参参加加 リリモモーートト（（WWEEBB））参参加加

7頁の申込み用紙に必要事項を記入の上、事務局までFAXにてお申込みください。 メールにてお申込みください。　shizukokanto@gmail.com

先先着着順順（（会会場場のの人人数数制制限限にに従従いいまますす）） 上上限限ななしし

6/16理事会で、コロナ感染状況を見て人数・規模の調整をした上で ZZOOOOMMウウェェビビナナーー形形式式のの予予定定

参加の可否通知を、お申込みの方全員に郵送します。 6月27日（日）14時～18時、事前のZOOM入室テストを実施します。

申込み用紙は結果が届くまで保管をお願いします。 三三日日前前((66月月2244日日))にに締締めめ切切りり、、テストの招待メールを送ります。

テスト後に、総会のURL、パスワードを２便に分けて送ります。

申込み期間：5月25日（火）～6月15日（火） URLが届かない場合は、迷惑トレイのチェックをした上で、

メールにてお問い合わせください。

＜＜注意事項＞＞ ＜＜注意事項＞＞

会場内にて、PC・タブレット端末・スマホでのWEB会議の立ち上げや 個人または会場のインターネット通信障害やPCの不具合等、

録画録音で集音を行いますと、ハウリングの原因になりますので、 不可抗力により配信が途切れた場合は責任を負いかねます。

それらのご使用はお控えください。 その場合は出席が無効となりますので予めご了承ください。

マスク着用など基本的な感染防止対策にご協力をお願いします。 総会・講演どちらも録音録画はご遠慮ください。

参参加加申申込込みみ方方法法（（どどちちららかか一一つつ））

ごご意意見見・・質質疑疑ははどどななたたででももごご提提出出ででききまますす

参加・不参加に関わらず、どなたでも提出できます。必必ずず、、期期・・氏氏名名ををおお書書ききくくだだささいい。。

役員会・理事会で協議後、当日総会にて時間の許す限り公開回答します。また後日、会報にも掲載します（（議議案案・・会会活活動動ににつついいててののごご意意見見・・質質疑疑にに限限りりまますす））。。

尚、関東同窓会会員ご本人に限ります。入会をご希望の方はHPお問い合わせページからご登録ください。

ご参加の方（現地およびWEB）は、当日、挙手にて質疑が行えますが、なるべく事前に質疑内容をお知らせいただけると助かります。

議

案

の

主

旨

説

明 

決

議

方

法

と

ご

意

見

の

提

出

に

つ

い

て 
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改正案 現行 
＜第一章 総則＞ 
第１条 （名称） 
この会は、静静中中静静高高関関東東同同窓窓会会とと称称すするる。。たただだしし、、静静岡岡県県立立静静岡岡高高等等
学学校校同同窓窓会会関関東東支支部部とといいうう名名称称もも用用いいるる。。 
第２条 （目的） 
当会は、静静中中静静高高同同窓窓会会のの広広域域支支部部ととししてて、、関関東東支部会員の親睦を
はかり、かつ同窓会本部の事業に協力することを目的とする。 
 

≪中略≫ 
第４条 （資格） 
当会は、東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県等を中心とする区域に居
住又は勤務する静静中中静静高高同同窓窓会会会員で組織する。 
 
＜第三章 会議＞ 
第５条 （種類） 
当会の会議は、総会、正副会長会、及び理事会とする。また当会は期
相互の情報交換と懇親を深めるために各期幹事会を設ける。会会長長はは
必必要要にに応応じじ、、委委員員会会をを設設置置すするるここととががででききるる。。 
第６条 （招招集） 
総会、正副会長会、理事会、各期幹事会は会長が招招集する。委委員員会会
はは、、会会長長よよりり嘱嘱託託さされれたた委委員員長長がが招招集集すするる。。 
第７条 （業務） 
定時総会は、年１回開催して、事務・会計等の報告を受け、必要事項を
議定する。正副会長会会は、通常の会務を評議執行し、その他緊急を要
する事項につき決議する。理事会は、会長の諮問に応ずる。 
第８８条 （議長） 
総会、正副会長会、理事会の議長には会長が当たり、会長が不都合な
ときは副会長が代理をすることができる。会長、副会長ともに不都合な
ときは理事の互選で代理者を定める。なお、議長は会の始めにあたり
司会役を指名することができる。委委員員会会のの議議長長はは、、委委員員長長がが当当たたるる。。 
第９９条 （議決） 
会議は全て出席者の過半数の意見をもって決する。可否同数の時は、
議長の決するところによる。 
第第９９条条のの２２  （（書書面面ままたたはは電電磁磁的的記記録録にによよるる決決議議））  
総総会会、、正正副副会会長長会会、、理理事事会会はは、、次次のの各各事事由由のの一一ががああるる場場合合ににはは、、会会議議
をを招招集集すするるここととにに代代ええ、、書書面面ままたたはは電電磁磁的的記記録録にによよりり決決議議すするるここととがが
ででききるる。。  
（（１１））  会会議議をを招招集集すするるここととがが著著ししくく困困難難ででああるるとときき  
（（２２））  緊緊急急をを要要すするるとときき  
（（３３））  そそのの他他、、会会長長がが必必要要とと認認めめるるとときき  

    
≪中略≫ 

第１１条 （選出） 
会長、副会長、監事は総会で当会会員の中から選任し、理事は会長が
委嘱し、各期幹事は各期の推薦を受け会長がこれを委嘱する。委委員員
はは、、目目的的にに応応じじ、、副副会会長長・・理理事事・・監監事事・・顧顧問問のの推推薦薦をを受受けけ会会長長がが嘱嘱託託すす
るる。。 
第１２条 （任務） 
会長は当会を代表し会務を統括する。 
・副会長は会長を補佐し、会長に支障あるときはその職務を代行す
る。 
・理事は理事会を構成し、会長の諮問に応じて当会の運営に当たる。 
・監事は当会の会計を監査する。 
・各期幹事は、各自の期をまとめ、当会の運営に協力する。 
・・委委員員会会はは、、会会長長のの諮諮問問事事項項にに基基づづきき活活動動しし、、正正副副会会長長会会ななららびびにに理理
事事会会へへ提提議議しし、、当当会会のの運運営営にに協協力力すするる。。  
第１３条 （任期） 
役員の任期は選任された日より３ヶ年目の定時総会の日までとする。
但し重任を妨げない。 
・任期途中での交代があった場合その後任者の任期は前任者の残任
期間とする。 
・理理事事とと各期幹事とと委委員員の任期は定めない。 
  

≪中略≫  
第１９条 （各種集まり及び行事） 
各期幹事会はは会会長長がが嘱嘱託託すするる副副会会長長がが、、委委員員会会活活動動ににおおいいててはは委委員員
長長がが、、そそのの他他諸活動はそれぞれ副会長又は理事がその責任者となり
活動目的に添って円滑に運営する。 

≪中略≫ 
第２１条 （規規約約改正） 
この規約は総会出席者（（第第９９条条のの１１にによよりり、、書書面面ままたたはは電電磁磁的的記記録録にによよ
るる決決議議ととすするる場場合合はは投投票票者者をを含含むむ））の過半数の承認を得て改正するこ
とができる。尚この改正規約は定時総会の日から施行する。 
 

＜第一章 総則＞ 
第１条 （名称） 
この会は、静岡県立静岡高等学校同窓会関東支部（通称：静
中・静高関東同窓会）と称する。 
第２条 （目的） 
当会は、支部会員の親睦をはかり、かつ同窓会本部の事業に
協力することを目的とする。 
 

≪中略≫ 
第４条 （資格） 
当会は、東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県等を中心とする区
域に居住又は勤務する静岡県立静岡高等学校同窓会会員で
組織する。 
＜第三章 会議＞ 
第５条 （種類） 
当会の会議は、総会、正副会長会、及び理事会とする。また本
会は期相互の情報交換と懇親を深めるために各期幹事会を設
ける。 
第６条 （召集） 
総会、正副会長会、理事会、各期幹事会は会長が召集する。 
 
第７条 （業務） 
 定時総会は、年１回開催して、事務・会計等の報告を受け、必
要事項を議定する。正副会長は、通常の会務を評議執行し、そ
の他緊急を要する事項につき決議する。理事会は、会長の諮問
に応ずる。 
第８条 （議決） 
会議は全て出席者の過半数の意見をもって決する。可否同数
の時は、議長の決するところによる。 
 
第９条 （議長） 
総会、正副会長会、理事会の議長には会長が当たり、会長が不
都合なときは副会長が代理をすることができる。会長、副会長と
もに不都合なときは理事の互選で代理者を定める。なお、議長
は会の始めにあたり司会役を指名することができる。 
 
 
 
 
 
 

≪中略≫ 
第１１条 （選出） 
会長、副会長、監事は総会で当会会員の中から選任し理事は
会長が委嘱し各期幹事は各期の推薦を受け会長がこれを委嘱
する。  
 
第１２条 （任務） 
会長は当会を代表し会務を統括する。 
・副会長は会長を補佐し、会長に支障あるときはその職務を代
行する。 
・理事は理事会を構成し、会長の諮問に応じて当会の運営に当
たる。 
・監事は当会の会計を監査する。・各期幹事は、各自の期をまと
め、当会の運営に協力する。 
 
第１３条 （任期） 
役員の任期は選任された日より３ヶ年目の定時総会の日までと
する。但し重任を妨げない。 
・任期途中での交代があった場合その後任者の任期は前任者
の残任期間とする。 
・各期幹事の任期は定めない。 
 

≪中略≫  
第１９条 （各種集まり及び行事） 
各期幹事会等の諸活動はそれぞれ副会長又は理事がその責
任者となり活動目的に添って円滑に運営する。 

 
≪中略≫ 

第２１条 （規定改正） 
この規約は総会出席者の過半数の承認を得て改正することが
できる。尚この改正規約は定時総会の日から施行する。 

 

一一号号議議案案  規規約約改改正正  
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2020 年度 事業報告     自 2020/4/1〜至 2021/3/31 

1. 静中・静高関東同窓会総会 （議事書面報告） 
（1） 定例総会の開催延期について 

① 「第 46 回関東同窓会総会」は、コロナウイルスの影響で⾒送り、議事は、以下の方法で決議・報告した。 
（2） 議事 

1. 一号議事 2019 年度事業報告・収支決算報告・監査報告 
2. 二号議事 2020 年度事業計画・収支予算  

（3） 決議方法 
① 規約 7 条同 20 条の「緊急事態」と捉え、正副会⻑会議での決議とした。決議内容は理事会へ諮問承

認ののち、5 ⽉発⾏の会報にて会員に報告、パブリックコメント期間を設けたが意⾒や異論はなく、12 ⽉発
⾏の会報でその旨を公表した。 

2. 2020 年 度 会 計 監 査 ︓2021 年 4 ⽉２０日実施 
3. 正副会⻑会（役員会） ︓年５回  
4. 理 事 会 ︓年３回 
5. 各 期 幹 事 会 ︓コロナウイルスの影響で休会 
6. 異 業 種 交 流 会 ︓コロナウイルスの影響で休会 
7. 古 書 コ ミ 活 動 ︓コロナウイルスの影響で休会 
8. 卒 業 １ ５ 年 目 の 会 ︓コロナウイルスの影響で休会 
9. 名 簿 管 理 委 員 会 ︓新事務所移⾏に伴い、事務局へ作業を移管 
10. Ｗ Ｅ Ｂ 広 報 委 員 会 ︓年間契約の⾒直しを実施 
11. オ ン ラ イ ン 化 プ ロ ジ ェ ク ト ︓12 ⽉より来期活動に向け検討開始、計６回実施 
12. 募⾦・寄付の仕組み作り ︓下期理事会で 1 回審議 

 
2020 年度 決算報告                       2020 年度 監査報告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

二二号号議議案案  
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    2021 年度 事業計画 自 2021/4/1〜至 2022/3/31 

 
１. 第 46 回 静中・静高関東同窓会総会予定（幹事 98 期） 

（1）日時︓2021 年 7 月 2 日(⾦) 18 時〜20 時 
（2）場所︓日本プレスセンター10 階＆WEB によるオンライン総会 
（3）議事  

一号議案 規約改正 
二号議案 2020 年度事業報告、収支決算報告、監査報告 
三号議案 2021 年度事業計画案、収支予算案 
四号議案 役員補充の件 

（4）WEB 講演会 講演者︓佐野 倫(98 期)  
２．会 報 編 集 委 員 会︓年 2 回（5・12 月）会報発⾏ 
３．2021 年 度 会 計 監 査︓2022/4 月 
４．正 副 会 ⻑ 会 (役 員 会 )︓5 回 
５．理 事 会︓5 回 
６．各期幹事会（冬の総会）︓2 月開催予定 土曜日日中開催 （A+B ホール使用） 
７．異 業 種 交 流 会︓2 回開催（秋・冬） 
８．古 書 コ ミ 活 動︓仕組みの⾒直し  
９．卒 業 1 6 年 目 の 会︓前年検討の期に対し、16 年目の会として企画予定（121 期対象） 

１０．卒 業 2 5 年 目 の 会︓新規企画 2022 年春開催に向け準備（113 期対象） 
１１．Ｗ Ｅ Ｂ 広 報 委 員 会︓ＨＰリニューアル 
１２．オンライン化 プロジェクト︓WEB 利用によるイベントに向けた検討＆諸準備 
１３．寄 付 募 ⾦ プロジェクト︓検討継続 

 
2021 年度 予算案 
 
 

三三号号議議案案  

（収入の部）
科   目 2020年度決算 2021年度予算 前年差異 備考
年  会  費 2,262,000 1,950,000 -312,000 650件（2019年度予算数字）
総会・懇親会費 0 0 0 懇親会無し
会報広告料 500,000 420,000 -80,000 広告枠減
本部助成金 250,000 250,000 0
受取利息その他 101,013 2,500 -98,513 古書コミ開催1回（各期幹事会）
計 3,113,013 2,622,500 -490,513
（支出の部）
科   目 2020年度決算 2021年度予算 前年差異 備考
総  会  費 0 270,000 270,000

準備費会場費等 0 270,000 270,000 （3時間A＋B＋C）テスト使用代含む
会報発行費 1,472,781 1,490,000 17,219

印刷費 828,917 840,000 11,083 前年並み  91号20ページ
発送費 593,864 600,000 6,136
編集費 50,000 50000 0

役員理事会費等 124,094 322,000 197,906 各期幹事会A+B 異業種2回
旅費・交通費 12,490 13,000 510 名古屋総会なし 本部総会分のみ
銀行郵便局振込料 134,039 100,000 -34,039 2019年度予算数字
通信費 65,026 84,000 18,974
  内インターネット 54,258 64,200 9,942 Zoom年会費+Webinar24,200＋HP16,000
事務費 240,000 240,000 0
消耗品費・雑費 204,052 27,000 -177,052 カメラ2台目、セキュリテイソフト等
慶弔費 0
予備費（活動費） 0 56,000 56,000 活動費 50,000 図書券 6,000
計 2,252,482 2,602,000 349,518

収支 860,531 20,500
繰越金 4,021,717 4,042,217
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※ＦＡＸのほか、撮影画像またはスキャン後のファイルを添付したメールも受付けます。 

shizukokanto@gmail.com 

現現地地会会場場参参加加申申込込みみ書書  
 （◆オンラインでのリモート参加は、本書ではなくメールにてお申込みください。 

３頁の申込み案内参照） 

 

私は、2021年7月2日開催予定の第46回静中・静高関東同窓会総会の 

現地参加を申込みます。 

 

 

令和３ 年(    ) 月(     ) 日 （（              ））期期  
氏名(  ) 

 

◆結果は郵送にてお知らせいたしますので、それまでお待ちください。 

 

静中・静高関東同窓会の活動に関してご意見・ご要望、質疑のある方は、事前受付をして

おります。（出欠にかかわらず、どなたでも提出可能です。） 

◆総会にて時間が許す限り回答し、後日会報に掲載します。 

 

 ご意見・ご要望、質疑内容： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和３ 年(    ) 月(     ) 日 （（              ））期期  

氏名(  ) 
 

 

 

静中・静高関東同窓会 事務局宛  FAX：００３３－－５５２２１１７７－－００３３００１１（ヘッダー省略可） 
 〒101-0062 千代田区神田駿河台３－３-１１ ２F  

 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -          

キ  

リ  

ト  

リ  

セ  

ン       - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

キ

リ

ト

リ

セ

ン
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東京本社：東京都新宿区若葉 1-21-17 3F
TEL：（03）3221-7531　FAX：（03）3221-7240（〒160-0011）
大阪支社：兵庫県高砂市春日野町4-35 グランメェール435 1F
TEL：（079）447-1561　FAX：（079）447-1556（〒676-0814）
　　　　　　http://www.matech.co.jp/

代表取締役社長　松島　勤（84期）

非破壊検査のトータルサプライヤー

080-5580-2958 94
k30.ska-1213m@ezweb.ne.jp

グループ

代表取締役社長  福 田 浩 志（97期）
〒171-0052 東京都豊島区南長崎 3-34-13
TEL. 03-3953-1184   FAX. 03-3953-1194

本　社
営業部

〒335-0036 埼玉県戸田市早瀬 2-22-10
TEL. 048-422-3660   FAX. 048-422-3661工　場
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イイ
ララ
ンン
人人
のの
今今
昔昔  

82
期 

大
村
多
聞 

 

７
年
前
に
イ
ラ
ン
旅
行
に
出
か
け

ま
し
た
。
図
は
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
に
あ
る

古
代
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
（
紀
元
前
６
～
４

世
紀
）
の
王
宮
＆
国
際
祭
儀
場
の
謁
見

の
間
の
壁
に
掘
ら
れ
た
「
朝
貢
浮
彫
図
」

で
す
。
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ド
、
小
ア
ジ

ア
、
中
央
ア
ジ
ア
23
の
国
か
ら
の 

使
節
団
が
描 

か
れ
て
い
ま
す
。 

服
装
・
帽
子
等 

で
民
族
判
別
が 

可
能
と
の
こ
と
。 

右
端
に
は
ペ
ル 

シ
ャ
役
人
が
各 

使
節
団
先
頭
と 

手
を
繋
い
で
先 

導
す
る
姿
が
描 

か
れ
て
お
り
、 

当
時
の
イ
ラ
ン 

人
が
遠
来
の
客 

を
い
か
に
歓
待
し
た
か
を
ユ
ー
モ
ラ

ス
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
部
屋
に
導
か

れ
た
各
使
節
団
は
、
イ
ラ
ン
側
と
美
味

し
い
ワ
イ
ン
を
酌
み
交
わ
し
て
す
っ

か
り
打
ち
解
け
た
後
に
条
約
交
渉
・
妥

結
す
る
と
の
こ
と
。
万
一
間
違
っ
て
酒

抜
き
で
交
渉
し
て
も
そ
れ
は
無
効
で
、

改
め
て
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
か
ら
再

交
渉
す
る
と
。 

旅
行
中
イ
ラ
ン
人
の
遠
来
の
客
を

も
て
な
す
気
風
が
今
で
も
不
変
で
あ

る
こ
と
を
実
感
。
食
事
中
、
見
も
知
ら

な
い
イ
ラ
ン
人
が
近
寄
っ
て
き
て
ペ

ル
シ
ャ
語
で
「
遠
い
国
か
ら
来
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
！
」
と
突
然
語
り
か
け

て
き
た
り
、
街
で
パ
ン
屋
の
パ
ン
作
り

を
見
物
し
た
ら
大
き
な
焼
き
立
て
の

パ
ン
を
「
持
っ
て
い
け
！
」
と
差
し
出

し
た
り
、
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
首
都
だ
っ
た

イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
の
イ
マ
ー
ム
広
場
で

は
高
校
生
と
思
し
き
若
者
男
子
グ
ル

ー
プ
が
ニ
コ
ニ
コ
近
づ
い
て
き
て
（
他

国
な
ら
ぎ
ょ
っ
と
す
る
と
こ
ろ
）
「
一

緒
に
写
真
撮
ろ
う
！
」
と
言
っ
て
き
た

り
、
同
行
者
が
就
学
旅
行
中
と
思
し
き

女
子
大
生
数
名
に
写
真
撮
影
の
許
可

を
求
め
た
ら
ど
っ
と
大
勢
集
ま
り
に

ぎ
や
か
な
撮
影
会
に
な
っ
た
り
… 

食
事
・
果
物
も
お
い
し
く
大
満
足
の

旅
行
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ほ
ど
お

い
し
い
食
事
な
の
に
イ
ス
ラ
ム
の
教

え
が
徹
底
さ
れ
て
外
国
人
で
も
一
滴

も
酒
が
飲
め
な
い
と
は
な
ん
と
も
っ

た
い
な
い
！
あ
の
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
の

気
風
は
ど
こ
に
消
え
去
っ
た
の
か
？

ち
な
み
に
偉
大
な
詩
人
ハ
ー
フ
ィ
ズ

を
生
ん
だ
古
都
シ
ラ
ー
ズ
は
ワ
イ
ン

で
有
名
な
ブ
ド
ウ
の
産
地
だ
。
今
で
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
で
シ
ラ
ー
ズ
・
ワ

イ
ン
が
作
ら
れ
て
い
る
が
本
家
イ
ラ

ン
で
は
ワ
イ
ン
作
り
が
消
失
。
「
何
た

る
こ
と
か
！
」
と
思
う
の
は
不
信
心
者

の
戯
言
か
。
「
い
い
じ
ゃ
な
い
か
イ
ラ

ン
人
が
幸
福
な
ら
ば
♬
」 

あ
れ
か
ら
７
年
、
昨
今
は
ア
メ
リ
カ

と
イ
ラ
ン
が
仲
直
り
で
き
た
ら
イ
ラ

ン
人
も
ア
メ
リ
カ
人
も
そ
し
て
世
界

中
の
人
々
も
さ
ら
に
幸
福
に
な
る
の

で
は
と
思
う
日
々
で
す
。
実
は
イ
ラ
ン

人
は
ア
メ
リ
カ
が
大
好
き
な
の
で
す
。

き
っ
と
ア
メ
リ
カ
人
旅
行
者
を
歓
待

し
ま
す
よ
！ 

 

      

美美
しし
いい
スス
リリ
ララ
ンン
カカ
のの
旅旅  

88
期 

松
村
淳
子  

 

私
が
ス
リ
ラ
ン
カ
を
初
め
て
訪
れ

た
の
は
二
〇
〇
八
年
一
月
だ
っ
た
。
ス

リ
ラ
ン
カ
の
魅
力
に
取
り
憑
か
れ
、
そ

の
後
度
々
訪
れ
て
い
る
。
私
は
ド
イ
ツ

で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
中
世
に
パ
ー
リ
語
で

書
か
れ
た
仏
教
物
語
集
の
研
究
を
し

て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
中
に
出
て
く
る

地
理
的
な
記
述
に
つ
い
て
興
味
を
持

ち
、
実
際
に
行
っ
て
確
か
め
て
み
た
い

と
い
う
の
が
、
第
一
の
動
機
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
旅
行
案
内
書
に
も
載
っ
て
い

な
い
場
所
も
含
め
て
多
く
の
仏
跡
を

訊
ね
た
。
壊
れ
て
苔
む
し
た
石
の
遺
跡

も
、
こ
こ
が
西
暦
五
世
紀
の
初
め
に
中

国
の
仏
教
僧
法
顕
が
滞
在
し
た
無
畏

山
寺
（
ア
バ
ヤ
ギ
リ
寺
）
の
食
堂
跡
か

と
思
う
と
、
そ
こ
に
座
っ
て
他
の
旅
の

僧
と
語
り
合
う
法
顕
の
姿
に
思
い
を

馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
残
念
な
が
ら

ス
リ
ラ
ン
カ
の
歴
史
を
知
ら
ず
に
訪

れ
る
観
光
客
に
と
っ
て
は
、
た
と
え
苔

む
し
て
い
て
も
寺
院
に
は
靴
を
脱
い

で
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
近

く
に
よ
っ
て
見
よ
う
と
い
う
気
も
起

こ
さ
ず
に
素
通
り
し
て
し
ま
う
人
が

多
い
と
ガ
イ
ド
は
嘆
い
て
い
た
。 

 

昨
年
二
〇
二
〇
年
二
～
三
月
に
訪

れ
た
と
き
ま
で
十
二
年
の
歳
月
が
流

れ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
政
治
も
経
済
も
大

き
く
変
わ
っ
た
。
今
で
は
高
級
車
も
走

り
、
日
本
の
技
術
で
作
ら
れ
た
ハ
イ
ウ

ェ
イ
は
ま
さ
に
東
名
高
速
を
走
っ
て

い
る
よ
う
な
感
覚
だ
。 

 

さ
て
、
昨
年
の
滞
在
中
に
は
、
古
都

キ
ャ
ン
デ
ィ
の
北
、
マ
ー
タ
レ
ー
に
あ

る
エ
ナ
・
デ
・
シ
ル
ヴ
ァ
の
「
マ
ー
タ

レ
ー
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
セ
ン
タ
ー
」
を

訊
ね
た
。
セ
ン
タ
ー
と
言
っ
て
も
、
道

路
脇
の
暗
い
林
の
小
路
を
入
っ
た
先

に
ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
て
、
見
つ
け

る
の
に
一
苦
労
し
た
。
も
ち
ろ
ん
観
光

客
は
一
人
も
い
な
い
。 

マ
ー
タ
レ
ー
は
、
紀
元
前
一
世
紀
ご

ろ
、
仏
典
が
初
め
て
書
写
さ
れ
た
と
言

わ
れ
る
ア
ル
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
寺
院
が
あ

る
町
だ
。
エ
ナ
は
そ
の
地
の
名
門
、
ア

ル
ヴ
ィ
ハ
ー
レ
ー
家
の
次
女
と
し
て

生
ま
れ
た
。
一
九
歳
の
時
、
父
親
の
部

下
の
オ
ズ
モ
ン
ド
・
デ
・
シ
ル
ヴ
ァ
と

駆
け
落
ち
同
然
の
結
婚
を
し
た
。
オ
ズ

モ
ン
ド
が
タ
ミ
ル
人
で
あ
り
、
彼
女
の

父
親
が
そ
の
結
婚
に
激
怒
し
て
、
エ
ナ

を
一
族
か
ら
離
縁
し
た
と
の
こ
と
だ
。

 

      

彼
女
は
優
れ
た
芸
術
的
セ
ン
ス
を

持
ち
、
特
に
ス
リ
ラ
ン
カ
の
バ
テ
ィ
ッ

ク
技
術
に
革
新
を
も
た
ら
し
た
。
彼
女

の
デ
ザ
イ
ン
は
独
創
性
の
中
に
ス
リ

ラ
ン
カ
の
伝
統
的
な
モ
チ
ー
フ
を
取

り
入
れ
て
お
り
、
そ
の
作
品
は
、
国
会

議
事
堂
初
め
、
ほ
と
ん
ど
の
有
名
ホ
テ

 

 

 

 

 
「
ナ
グ
シ
ェ
・
ラ
ジ
ャ
プ
（
サ
サ
ン 

朝
大
王
の
戴
冠
式
の
図
）」 

エナとその息子 

     

 

HHooppppiinngg  aarroouunndd  tthhee  wwoorrlldd  
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ル
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
彼
女
は

大
き
な
作
品
だ
け
で
な
く
、
可
愛
ら
し

い
象
の
ぬ
い
ぐ
る
み
や
、
精
巧
な
刺
繍

を
凝
ら
し
た
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
や
ク
ッ

シ
ョ
ン
も
作
っ
て
お
り
、
二
〇
一
五
年

の
彼
女
の
死
後
も
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
セ

ン
タ
ー
で
働
い
て
い
る
の
は
、
彼
女
の

存
命
中
か
ら
の
職
人
た
ち
ば
か
り
で
、

エ
ナ
の
デ
ザ
イ
ン
の
忠
実
な
再
現
作

品
だ
け
を
制
作
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
エ
ナ
と
彼
女
の
夫
は
、
ス
リ

ラ
ン
カ
或
い
は
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る

建
築
家
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
バ
ワ
と
深
い

親
交
が
あ
り
、
夫
妻
の
家
は
バ
ワ
が
設

計
し
た
。
そ
の
家
も
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

に
移
築
さ
れ
、
エ
ナ
が
晩
年
生
活
し
た

ま
ま
の
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

     

ス
リ
ラ
ン
カ
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
バ
ワ

と
聞
い
て
ピ
ン
と
こ
な
い
人
も
、
テ
レ

ビ
の
ス
リ
ラ
ン
カ
紹
介
番
組
で
度
々

登
場
す
る
カ
ン
ダ
ラ
マ
・
ホ
テ
ル
の
設

計
者
と
言
え
ば
、
思
い
出
さ
れ
る
方
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

ス
リ
ラ
ン
カ
人
の
名
前
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
の
支
配

を
受
け
た
歴
史
か
ら
、
様
々
な
名
前
が

混
在
し
て
い
る
。
ジ
ェ
フ
リ
ー
と
聞
い

た
日
本
人
の
友
人
が
、
て
っ
き
り
欧
米

人
建
築
家
だ
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
優
れ
た
も
の
は

欧
米
か
ら
と
い
う
、
無
意
識
の
差
別
意

識
が
働
い
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
ス
リ
ラ
ン
カ
を
訪
れ
る
な

ら
真
っ
新
な
心
で
そ
の
素
晴
ら
し
い

文
化
や
自
然
に
触
れ
て
み
て
ほ
し
い
。

 

              

    

大大
自自
然然
にに
触触
れれ
てて  

「「
香香
港港
再再
発発
見見
」」  

  

98
期 

小
野
尚
美  

香
港
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
20
年

余
り
だ
が
、
こ
の
１
年
間
ほ
ど
香
港
の

大
自
然
に
魅
力
を
感
じ
て
山
々
を
歩

き
回
っ
た
こ
と
は
な
い
。 

き
っ
か
け
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
世
界
的
な
流
行
で
域
外
へ
の
移

動
が
難
し
く
な
っ
た
か
ら
だ
が
、
歩
け

ば
歩
く
ほ
ど
、
次
は
ど
の
山
へ
行
っ
て

み
よ
う
か
、
ど
ん
な
風
景
に
巡
り
合
え

る
の
か
、
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
く
る
。 

香
港
と
い
え
ば
、
「
高
層
ビ
ル
が
林

立
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
」
、

「
グ
ル
メ
や
買
い
物
天
国
」
、
「
ビ
ク

ト
リ
ア
ピ
ー
ク
か
ら
の
100
万
ド
ル
の

夜
景
」
な
ど
を
連
想
す
る
だ
ろ
う
。
あ

る
い
は
、
名
作
映
画
「
慕
情
」
や
、
ブ

ル
ー
ス
・
リ
ー
や
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
チ
ェ

ン
の
カ
ン
フ
ー
映
画
な
ど
に
思
い
を

馳
せ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。 

か
く
い
う
私
は
、
1987
年
に
中
国
・

香
港
を
旅
し
た
際
に
、
西
洋
と
中
国
の

文
化
が
折
衷
す
る
不
思
議
な
街
の
魅

力
に
取
り
つ
か
れ
、
97
年
の
香
港
の

中
国
返
還
み
た
さ
に
や
っ
て
き
た
。
フ

ェ
リ
ー
と
ト
ラ
ム
（
路
面
電
車
）
に
旅

の
緊
張
が
緩
ん
だ
記
憶
も
あ
る
。 

           

住
ん
で
み
る
と
、
狭
い
土
地
に
多
く

の
人
が
行
き
交
う
活
気
あ
る
顔
と
は

別
に
、
自
然
と
共
存
し
て
い
る
一
面
が

あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
ど
こ
に
行
く

に
も
交
通
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
上
に
、

行
く
先
々
で
そ
れ
ま
で
と
は
全
く
違

う
風
景
を
味
わ
え
る
。
多
く
の
人
で
混

雑
す
る
オ
フ
ィ
ス
街
か
ら
30
分
も
バ

ス
に
乗
れ
ば
、
「
慕
情
」
に
出
て
き
た

あ
の
ビ
ー
チ
を
連
想
さ
せ
る
の
ど
か

な
風
景
が
目
の
前
に
広
が
る
の
だ
。 

と
は
い
え
、
私
も
こ
れ
ま
で
は
香
港

人
同
様
に
、
余
暇
は
海
外
旅
行
ば
か
り

に
目
を
向
け
て
い
た
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
そ
う
も
い
か
ず
、
気
分
転
換
や

健
康
の
た
め
に
山
登
り
を
始
め
て
み

る
と
、
香
港
の
自
然
の
豊
か
さ
は
想
像

以
上
だ
っ
た
。 

        

前
方
に
広
が
る
山
々
の
曲
線
美
、
折

り
重
な
る
よ
う
に
海
に
浮
か
ぶ
無
数

の
島
々
、
澄
み
渡
る
青
空
…
。
２
～
３

時
間
も
歩
け
ば
こ
ん
な
絶
景
を
360
度

の
パ
ノ
ラ
マ
で
味
わ
え
る
場
所
が
沢

山
あ
る
。
夕
暮
れ
時
は
息
を
の
む
美
し

さ
だ
。 

      

標
高
300
～
500
㍍
程
度
の
山
が
多
い

か
ら
、
程
よ
い
ペ
ー
ス
で
楽
し
め
る
。

尾
根
伝
い
に
山
々
を
縦
走
で
き
る
し
、

疲
れ
た
ら
途
中
で
下
山
も
で
き
る
。
半

日
～
１
日
あ
れ
ば
手
軽
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
世
界
が
、
日
常
と
隣
り
あ

わ
せ
で
無
数
に
広
が
っ
て
い
る
の
だ
。

 

余
談
だ
が
、
小
高
い
山
か
ら
の
風
景

と
い
え
ば
、
数
年
前
に
静
岡
浅
間
神
社

境
内
か
ら
賤
機
山
に
登
っ
て
見
た
風

景
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
母
校
の
校
舎
、

富
士
山
、
駿
府
城
公
園
が
一
望
で
き
た
。

高
校
時
代
、
実
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い

環
境
の
中
で
皆
と
学
生
生
活
を
送
っ

て
い
た
こ
と
を
今
更
な
が
ら
に
実
感

し
、
懐
か
し
く
思
っ
た
の
だ
っ
た
。 

さ
て
、
香
港
の
山
登
り
の
魅
力
は
ま

だ
あ
る
。
見
た
こ
と
も
な
か
っ
た
美
し

い
花
や
、
人
間
慣
れ
し
た
野
生
の
牛
や

猪
に
遭
遇
す
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
何
よ

り
、
汗
を
流
し
、
美
し
い
景
色
に
心
を

洗
わ
れ
た
後
に
下
山
し
て
飲
む
一
杯

の
ビ
ー
ル
の
美
味
し
い
こ
と
。
「
香
港

再
発
見
」
の
山
歩
き
は
、
ま
だ
ま
だ
や

め
ら
れ
な
い
。 

 

 

様
々
な
色
の
布
を
精
巧
な
手
刺
繍
で
縫
い 

合
わ
せ
た
小
物
も
魅
力
的 

  

            

          

       

職人たちによって 
現在も息づくエナのデザイン 

 

ハイキング中に野生の猪に遭遇 

丑年にあやかり春節元旦は 

黄牛山(ウォンアゥサン)へ 

喧噪な高層ビル街とは別世界の風景 
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私私
とと
音音
楽楽
のの
関関
わわ
りり  

77
期 

髙
塚
昭
男  

高
校
２
年
の
夏
に
私
の
生
活
は
大

き
く
変
わ
っ
た
。
将
来
の
目
標
を
音
楽

と
決
め
た
の
だ
。
子
供
の
こ
ろ
か
ら
歌

う
の
は
好
き
だ
っ
た
。
音
楽
大
学
受
験

で
は
声
楽
科
で
も
ピ
ア
ノ
は
同
期
の

諏
訪
哲
夫
君
ぐ
ら
い
に
弾
け
る
必
要

が
あ
る
の
に
バ
イ
エ
ル
も
触
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
ま
で
は
音

楽
部
で
好
き
勝
手
に
合
唱
を
し
て
、
諏

訪
君
が
弾
く
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア

ノ
ソ
ナ
タ
に
感
心
し
て
い
た
だ
け
だ

っ
た
。
合
唱
の
お
陰
で
楽
譜
は
少
し
は

読
め
た
。
ピ
ア
ノ
は
学
校
の
を
借
り
、

授
業
の
な
い
時
間
は
音
楽
室
で
自
習
、

定
時
制
の
時
間
帯
も
使
用
許
可
を
得
、

売
店
で
パ
ン
や
は
ん
ぺ
ん
フ
ラ
イ
を

腹
に
入
れ
、
時
間
を
惜
し
ん
で
練
習
し

た
。
音
楽
の
川
合
愛
子
先
生
、
担
任
だ

っ
た
川
島
先
生
と
３
年
次
の
杉
山
先

生
に
は
温
か
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
頂

い
た
。 

 

東
京
芸
大
卒
業
後
は
東
京
で
演
奏

活
動
を
し
て
い
た
が
、
常
葉
学
園
女
子

短
大
か
ら
講
師
の
声
が
掛
か
り
、
発
足

し
た
ば
か
り
の
静
岡
県
オ
ペ
ラ
協
会

で
演
奏
の
機
会
を
頂
い
て
、
地
元
静
岡

に
本
拠
を
移
し
た
の
が
30
歳
だ
っ
た
。 

そ
の
後
、
私
は
61
歳
の
春
、
定
年

を
迎
え
る
前
に
退
職
し
て
イ
タ
リ
ア

に
移
り
住
ん
だ
。
刺
激
の
少
な
い
静
岡

の
音
楽
界
、
薄
れ
て
い
く
自
分
の
演
奏

へ
の
情
熱
、
大
学
が
時
代
に
生
き
る
た

め
の
改
変
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
に

限
界
を
感
じ
て
年
金
生
活
を
選
ぶ
こ

と
に
し
た
の
だ
。
在
職
中
、
休
暇
に
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
に
オ
ペ
ラ
鑑
賞
の

旅
行
を
し
て
い
た
。
住
む
の
な
ら
言
語

に
少
し
馴
染
み
が
あ
り
、
寒
い
ド
イ
ツ

よ
り
も
暖
か
く
明
る
い
オ
ペ
ラ
発
祥

の
地
イ
タ
リ
ア
だ
な
！
旅
行
中
ミ
ラ

ノ
で
は
痛
い
目
に
あ
っ
た
か
ら
、
世
界

の
中
心
だ
っ
た
ロ
ー
マ
か
花
の
都
フ

ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
し
よ
う
。 

悩
ん
だ
結
果
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
在
住

で
伊
豆
出
身
の
女
性
を
頼
っ
て
妻
と

猫
と
共
に
静
岡
と
似
た
こ
の
街
に
来

た
の
が
2004
年
４
月
１
日
。
そ
の
後
、

妻
が
日
本
人
学
校
に
２
年
間
勤
め
た

の
で
ロ
ー
マ
に
も
住
む
こ
と
が
で
き
、

街
選
び
で
悩
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

年
金
生
活
で
は
贅
沢
は
で
き
な
い
。

し
か
し
イ
タ
リ
ア
は
安
く
て
美
味
し

い
食
材
や
ワ
イ
ン
の
お
陰
で
生
活
費

を
抑
え
ら
れ
、
大
好
き
な
オ
ペ
ラ
を
聞

き
に
イ
タ
リ
ア
内
外
の
街
へ
の
旅
を

楽
し
め
る
。
2002
年
に
バ
リ
ト
ン
歌
手

レ
オ
・
ヌ
ッ
チ
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
聞

い
て
以
来
、
彼
目
的
で
多
く
の
街
を
訪

れ
た
。
私
と
同
い
年
の
1942
年
生
ま
れ 

       

の
彼
だ
が
今
で
も
大
活
躍
だ
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ら
２
時
間
も
飛
行

機
に
乗
れ
ば
、
そ
れ
も
格
安
航
空
券
を

使
い
安
宿
に
泊
ま
れ
ば
、
各
地
の
料
理

を
満
喫
し
て
も
さ
ほ
ど
懐
に
は
響
か

な
い
。 

イ
タ
リ
ア
在
住
で
も
私
は
日
本

人
！
日
本
の
様
子
は
気
に
な
る
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
る
こ
と
が
で
き

て
有
難
い
。
そ
し
て
更
に
嬉
し
い
の
は

日
本
か
ら
の
お
客
さ
ん
か
ら
頂
く
生

の
日
本
情
報
。
高
校
時
代
の
ハ
ー
モ
ニ

カ
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
で
同
期
の
栗

田
收
司
君
も
何
度
か
イ
タ
リ
ア
に
遊

び
に
来
て
く
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
日
本
と
イ
タ
リ
ア
は
遠
く
な
っ

た
が
収
束
し
て
再
会
す
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
。 

  

 

小小
ささ
なな
旅旅
のの
物物
語語
イイ
タタ
リリ
アア  

 
 
 
 

77
期 
栗
田
收
司 

 

放
課
後
、
今
日
も
隣
の
音
楽
室
か
ら

「
帰
れ
ソ
レ
ン
ト
へ
」
を
歌
う
髙
塚
昭

男
君
の
テ
ノ
ー
ル
が
聞
こ
え
る
。
こ
こ

は
ハ
ー
モ
ニ
カ
バ
ン
ド
の
部
室
だ
。 

あ
れ
か
ら
60
年
、
髙
塚
君
は
い
ま

イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
い
る
。 

し
い
て
言
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
が
好
き

に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
映
画
「
ロ
ー
マ

の
休
日
」
、
古
代
ロ
ー
マ
の
遺
跡
や
美

し
い
自
然
、
ワ
イ
ン
と
食
事
は
優
れ
て

素
晴
ら
し
い
が
、
も
っ
と
良
い
の
は
イ

タ
リ
ア
人
だ
。
彼
ら
の
い
い
加
減
さ
に

腹
を
立
て
た
り
、
そ
の
陽
気
な
大
ら
か

さ
に
救
わ
れ
た
り
し
て
、
日
本
人
の
物

差
し
で
測
る
と
驚
く
こ
と
が
多
い
が
、

イ
タ
リ
ア
は
観
光
立
国
、
何
処
へ
行
っ

て
も
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
風
土
が
素

敵
だ
。 

ロ
ー
マ
や
ミ
ラ
ノ
な
ど
の
定
番
観

光
地
は
２
回
の
旅
行
社
ツ
ア
ー
で
卒

業
し
、
今
度
は
妻
と
二
人
の
個
人
旅
行

と
決
め
た
。
挨
拶
程
度
の
イ
タ
リ
ア
語
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
苦
手
な
英
語
、
手
ぶ
り

身
振
り
の
パ
ン
ト
マ
イ
ム
で
何
と
か

凌
い
だ
。
何
回
か
行
く
う
ち
に
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
の
ド
ゥ
ー
モ
近
く
の
小
さ

な
ホ
テ
ル
が
定
宿
に
な
っ
て
い
た
。 

2012
年
５
月
、
卒
業
以
来
５１
年
ぶ
り
に

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
中
央
駅
で
髙
塚
君
と

再
会
し
た
。
そ
れ
か
ら
の
イ
タ
リ
ア 

         

旅
行
で
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
「
君
は
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
行

け
！
俺
は
飲
み
食
い
だ
け
付
き
合
う
」

と
、
付
か
ず
離
れ
ず
の
仲
が
続
く
。 

こ
の
時
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
北

８
㎞
に
あ
る
美
し
い
街
フ
ィ
エ
ー
ゾ

レ
へ
。
こ
こ
は
紀
元
前
か
ら
の
先
住
民

エ
ト
ル
リ
ア
人
の
地
だ
っ
た
が
、
ロ
ー

マ
化
さ
れ
て
劇
場
や
神
殿
の
遺
跡
が

残
り
、
今
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
街
を
一

望
で
き
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
ち
ょ
う

ど
、
日
本
平
と
駿
府
城
公
園
の
距
離
だ

ろ
う
か
。 

  2016
年
５
月
、
髙
塚
君
の
歌
声
に
ゆ
か

り
あ
る
ソ
レ
ン
ト
へ
。
こ
こ
は
近
く
の

大
都
市
ナ
ポ
リ
の
危
う
さ
か
ら
逃
れ

て
海
山
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
リ
ゾ
ー

ト
地
で
お
勧
め
だ
。
公
園
で
は
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
弾
き
が
「
帰
れ
ソ
レ
ン
ト
へ
」

を
熱
演
し
て
旅
情
を
か
き
た
て
る
。 

ソ
レ
ン
ト
か
ら
ア
マ
ル
フ
ィ
海
岸

を
往
復
し
て
、
ナ
ポ
リ
へ
戻
る
周
遊
鉄

道
の
中
、
「
ク
リ
タ
サ
ー
ン
！
」
と
声

が
か
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
人
ご
夫
妻
で

 

       

            
          

          

オペラ公演後のレオ・ヌッチ氏 

と筆者（2014 年、ジェノヴァ） 

 

今は観光客がいない 

大聖堂の前で 

ソレントからヴェスーヴィオ山とすぐ右がポンペイ 

フィエーゾレからフィレンツェ市街を望む 
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昔
は
軍
属
の
方
、
横
浜
の
オ
フ
ィ
ス
に

滞
在
し
た
こ
と
を
懐
古
し
な
が
ら
「
日

本
はW

onderful

」
と
話
さ
れ
た
。
私

の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
「K

U
RITA

」
文

字
を
見
て
の
声
か
け
だ
っ
た
。 

そ
の
帰
り
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
寄

り
、
髙
塚
夫
人
の
車
で
南
に
100
㎞
の

世
界
遺
産
オ
ル
チ
ャ
渓
谷
を
巡
っ
た
。 

     
 

こ
こ
は
大
昔
の
海
底
が
隆
起
し
て

で
き
た
痩
せ
地
だ
っ
た
が
、
14
世
紀

以
降
の
開
墾
や
土
壌
改
良
の
結
果
、
糸

杉
が
シ
ン
ボ
ル
の
広
大
で
美
し
い
丘

陵
地
帯
に
変
わ
っ
た
。 

そ
の
一
角
の
ブ
ル
ネ
ッ
ロ
ワ
イ
ン

の
町
モ
ン
タ
ル
チ
ー
ノ
、
ワ
イ
ナ
リ
ー

勤
務
の
友
人
の
奥
さ
ん
が
経
営
す
る

装
飾
店
で
再
会
を
果
た
し
、
そ
の
紹
介

で
行
っ
た
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
の
ワ
イ
ン

と
ラ
ビ
オ
リ
が
す
ご
く
旨
か
っ
た
。 

2017
年
４
月
、
ワ
イ
ン
の
名
産
地
ピ
エ

モ
ン
テ
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
経
由
で

シ
チ
リ
ア
へ
渡
っ
た
。
美
し
い
州
都
パ

レ
ル
モ
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
神
殿
遺
跡

ア
グ
リ
ジ
ェ
ン
ト
、
古
代
都
市
シ
ラ
ク

ー
サ
、
保
養
地
タ
オ
ル
ミ
ー
ナ
へ
。 

        
 

 

そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
的
で
素
敵
な
所

だ
が
、
再
び
こ
の
島
に
行
く
機
会
が
あ

れ
ば
、
パ
レ
ル
モ
の
雑
踏
の
中
で
、
シ

チ
リ
ア
食
の
食
べ
歩
き
を
し
た
い
。 

ア
グ
リ
ジ
ェ
ン
ト
の
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
、
神
殿
行
き
の
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場

が
見
つ
か
ら
ず
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
た

ら
、
二
十
歳
位
の
旅
行
中
の
イ
タ
リ
ア

人
女
性
が
「Follow

 m
e!

」
と
近
く
の

Ｂ
Ａ
Ｒ
へ
案
内
し
て
く
れ
て
、
そ
こ
で

無
事
に
買
え
た
。
心
な
し
か
こ
の
娘
さ

ん
が
「
知
的
な
美
人
」
に
見
え
た
。 

シ
チ
リ
ア
島
は
地
中
海
の
真
ん
中

に
あ
り
、
古
代
か
ら
様
々
な
異
民
族
に

支
配
さ
れ
て
独
特
な
文
化
を
生
ん
だ

が
、
一
方
で
は
侵
略
に
拠
る
過
酷
な
生

活
を
強
い
ら
れ
た
。
「
信
頼
で
き
る
の

は
家
族
し
か
な
い
」
、
家
族
の
結
束
を

重
ん
じ
る
シ
チ
リ
ア
人
気
質
は
映
画

「
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
」
を
生
ん
だ
。

シ
チ
リ
ア
の
人
達
は
親
切
で
フ
レ
ン

ド
リ
ー
だ
っ
た
が
、
な
ん
と
な
く
陰
の

よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
。 

2018
年
５
月
、
北
イ
タ
リ
ア
の
ド
ロ
ミ

テ
渓
谷
へ
。
こ
こ
は
東
ア
ル
プ
ス
の
一

角
で
、
古
代
は
海
の
底
だ
っ
た
が
、
地

殻
変
動
で
地
上
に
隆
起
し
た
石
灰
質

の
岩
石
が
氷
河
に
削
ら
れ
て
、
こ
の
そ

そ
り
立
つ
ド
ロ
ミ
テ
山
塊
が
生
ま
れ

た
。
東
西
180
㎞
、
南
北
120
㎞
と
云
わ

れ
る
ド
ロ
ミ
テ
は
こ
の
奇
妙
な
絶
景

を
眺
め
る
だ
け
で
な
く
、
ハ
イ
キ
ン
グ

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
も
楽
し
め
る
。 

  

こ
の
辺
り
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
接

し
て
い
て
、
領
土
の
奪
い
合
い
の
場
だ

っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
ド
イ
ツ
・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
勝
っ
た
イ
タ
リ
ア

が
奪
い
返
し
た
が
、
今
も
文
化
や
言
葉

は
ド
イ
ツ
圏
。
イ
タ
リ
ア
南
部
に
比
べ

れ
ば
犯
罪
も
少
な
く
規
律
は
正
し
い
。

横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
す
れ
ば
、
車
は

例
外
な
く
停
ま
っ
て
く
れ
る
。
南
部
ナ

ポ
リ
で
は
こ
う
は
い
か
な
い
。 

そ
ん
な
人
々
の
暮
ら
し
を
垣
間
見

な
が
ら
多
く
の
街
を
歩
い
た
が
、
見
る

も
の
聞
く
も
の
に
刺
激
が
あ
り
、
こ
の

国
の
自
然
・
歴
史
・
生
活
・
心
の
豊
か

さ
と
と
も
に
、
日
本
の
良
さ
も
再
認
識

さ
せ
て
く
れ
る
旅
だ
っ
た
。 

赤赤
道道
直直
下下
のの
アア
フフ
リリ
カカ
でで  

「「
九九
死死
にに
一一
生生
」」  

 

82
期 

八
牧
浩
行   

ロ
ン
ド
ン
特
派
員
を
し
て
い
た
80

年
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
、
中

東
な
ど
40
カ
国
以
上
を
取
材
し
た
。 

「
ガ
ボ
ン
で
開
か
れ
る
国
際
会
議

を
カ
バ
ー
し
て
ほ
し
い
」
と
本
社
の
指

示
。
ア
フ
リ
カ
で
馴
染
み
の
あ
る
エ
ジ

プ
ト
、
ケ
ニ
ア
、
南
ア
な
ど
と
違
い
す

ぐ
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た
。
人
口

わ
ず
か
160
万
人
。
1960
年
に
共
和
国
と

し
て
独
立
す
る
ま
で
仏
領
赤
道
ア
フ

リ
カ
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
の
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
病
院

が
密
林
地
帯
の
ラ
ン
バ
レ
ネ
に
あ
る
。 

行
く
ま
で
が
大
変
だ
っ
た
。
マ
ラ
リ

ア
の
予
防
接
種
を
受
け
ビ
ザ
も
取
得

し
た
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
直
行
便
が

な
く
、
パ
リ
発
の
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
便

を
予
約
。
便
数
が
限
ら
れ
ド
ゴ
ー
ル
空

港
近
く
の
ホ
テ
ル
に
一
泊
し
た
。 

地
中
海
の
青
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
赤
、

熱
帯
雨
林
の
深
緑
の
上
空
を
南
下
す

る
こ
と
８
時
間
。
着
い
た
空
港
で
タ
ラ

ッ
プ
を
降
り
る
と
灼
熱
の
太
陽
に
直

撃
さ
れ
眩
暈
が
し
た
。
首
都
リ
ー
ビ
ル

ブ
ル
は
奴
隷
貿
易
都
市
と
し
て
栄
え

た
暗
い
過
去
を
持
つ
。
中
心
部
ま
で
の

タ
ク
シ
ー
か
ら
見
え
る
の
は
竹
で
作

ら
れ
て
い
る
粗
末
な
家
ば
か
り
。
人
の

姿
も
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
か
っ
た
。
運

転
手
に
よ
る
と
日
中
は
熱
い
の
で
外

に
出
な
い
と
い
う
。 

一
流
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し

た
が
、
ロ
ビ
ー
で
黄
色
の
ト
カ
ゲ
が
何

匹
も
徘
徊
し
て
い
る
の
に
驚
愕
。
翌
日

夕
方
に
市
内
を
見
学
し
た
。
赤
茶
け
た

通
り
は
人
の
波
。
ほ
と
ん
ど
裸
同
然
で
、

白
い
パ
ン
ツ
が
際
立
つ
。
食
事
は
火
を

通
し
た
も
の
だ
け
で
、
氷
や
サ
ラ
ダ
も

ご
法
度
だ
っ
た
。 

〝
事
件
〟
が
起
き
た
の
は
深
夜
で

あ
る
。
突
然
右
腕
が
痛
み
出
し
膨
ら
ん

で
い
る
。
赤
く
腫
れ
膿
が
溜
ま
っ
て
い

る
様
子
。
明
日
の
会
議
本
番
を
控
え
て

一
大
事
で
あ
る
。
病
院
も
危
な
い
と
聞

い
た
の
で
自
分
で
治
そ
う
と
決
心
し
、

洗
面
室
で
一
時
間
余
り
格
闘
。
痛
み
を

こ
ら
え
て
大
量
の
膿
を
絞
り
出
し
た
。

発
熱
し
て
目
が
回
り
朦
朧
と
し
た
。
こ

れ
ま
で
か
と
諦
め
た
が
、
冷
蔵
庫
の
ウ

イ
ス
キ
ー
で
消
毒
し
、
痛
み
止
め
に
一

気
飲
み
し
た
と
こ
ろ
、
い
つ
し
か
深
い

眠
り
に
。
朝
目
覚
め
る
と
痛
み
は
消
え

て
い
た
。 

会
議
取
材
の
日
本
メ
デ
ィ
ア
は
通

信
社
だ
け
。
東
京
か
ら
三
日
か
け
て
来

訪
し
た
旧
知
の
前
川
春
雄
日
銀
総
裁

に
話
し
た
ら
「
凄
い
記
者
魂
！
」
と
感

心
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
暫
定
委
員
会
、
蔵

相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
の
ほ
か
独
裁

政
権
や
ハ
エ
だ
ら
け
の
肉
・
魚
市
場
、

伝
統
音
楽
・
美
術
な
ど
も
取
材
し
貴
重

な
６
日
間
だ
っ
た
。
茜
色
の
大
西
洋
に

沈
む
夕
陽
の
美
し
さ
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。
今
で
も
残
る
右
腕
の
傷
跡
を
見
る

度
に
当
時
を
想
い
出
す
。 

 

 

 

  
      

        

       

       

糸杉がシンボルのオルチャ渓谷は本当に美しい 

アグリジェントのコンコルディア神殿

脅威の絶景 ドロミテの華「トレ・チーメ」 
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校校
閲閲
のの
式式
神神    

〜
コ
ロ
ナ
下
で
ゆ
く 

同
期
生
と
の
コ
コ
ロ
な
旅
〜 

95
期  

 

坂
井
則
之(
31

HR) 

島
田
淳(
32

HR) 

見
原
万
智
子(

31

HR) 
 

二
〇
二
〇
年
一
月
一
八
日
、
各
期

幹
事
会
・
通
称
冬
の
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
参
加
し
や
す
い
土
曜
の
昼
間

開
催
と
な
り
、
新
企
画
に
よ
り
交
流

の
楽
し
さ
も
い
ち
だ
ん
と
増
し
、
窓

外
の
霙
を
溶
か
さ
ん
ば
か
り
の
熱
気

に
包
ま
れ
つ
つ
お
開
き
と
な
っ
た
。

盛
会
の
余
韻
に
浸
り
な
が
ら
、
同
期

の
清
水
尚
彦
君
、
島
田
淳
君
、
見
原

は
、
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
ラ
ウ

ン
ジ
で
八
牧
浩
行
顧
問
（
82
期
）
と

ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

話
が
尽
き
ぬ
な
か
、
お
も
む
ろ
に

八
牧
顧
問
が
こ
う
切
り
出
さ
れ
た
。

「
恩
田
侑
布
子
さ
ん
（
91
期
。
俳
人
・

文
芸
評
論
家
、
静
岡
市
在
住
）
か
ら

『
現
在
執
筆
中
の
評
論
集
の
校
閲
者

を
探
し
て
欲
し
い
』
と
頼
ま
れ
た
が
、

な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。
校
閲
は

特
殊
技
能
だ
か
ら
ね
」 

「
そ
れ
な
ら
同
期
に
適
任
者
が
い
ま

す
」
と
三
人
同
時
に
白
羽
の
矢
を
立

て
た
の
が
、
当
時
、
朝
日
新
聞
社 

  

校
閲
部
に
在
籍
し
て
い
た
坂
井
則
之

君
だ
っ
た
。 

 

恩
田
先
輩
の
原
稿
は
俳
句
に
止
ま

ら
ず
短
歌
・
絵
画
・
絵
巻
物
・
仏
教
・

認
識
論
な
ど
幅
広
く
奥
行
き
も
深
い
。

M
icrosoft W

ord

の
A4
約
230
頁
、

20
万
字
を
超
え
る
大
作
だ
。 

そ
ん
な
お
忙
し
い
方
に
…
と
い
う

恩
田
先
輩
の
遠
慮
を
よ
そ
に
、
坂
井

君
は
「
静
岡
に
拠
点
を
移
す
準
備
を

進
め
て
い
た
折
も
折
、
活
動
の
場
を

与
え
て
い
た
だ
け
る
と
は
あ
り
が
た

い
」
と
快
諾
し
た
。
さ
ら
に
、
樸
俳

句
会
（
代
表
：
恩
田
侑
布
子
さ
ん
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
編
集
で
、「
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
人
で

も
ス
マ
ホ
向
け
の
画
面
を
作
れ
る
と

い
う
奇
天
烈
な
仕
組
み
」
を
考
案
し

た
島
田
君
、
学
術
誌
や
同
窓
会
報
の

校
正
経
験
を
持
つ
見
原
が
加
わ
り
、

95
期
校
閲
・
校
正
お
手
伝
い
ト
リ

オBYTe

（Back Yard Team

の

略
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
情
報
単
位

｢

バ
イ
トbyte

｣

と
掛
け
て
い
る
。）

が
誕
生
、
三
者
三
様
の
視
点
で
始
動

し
た
。 

 

直
後
に
出
版
元
が
コ
ロ
ナ
禍
を
受

け
て
出
版
未
定
に
。
だ
が
こ
の
評
論

集
を
世
に
出
す
の
は
必
要
火
急
と
ば

か
り
に
、
坂
井
君
は
静
岡
新
聞
社
で

の
新
し
い
仕
事
の
間
隙
を
縫
っ
て
校

閲
を
続
け
、
梅
雨
入
り
前
に
「
終
わ

り
ま
し
た
。（
直
観
的
な
）
一
読
だ
け

で
す
の
で
こ
れ
か
ら
絨
毯
爆
撃
（
綿

密
な
確
認
作
業
）
が
必
要
で
す
が
」

と
い
う
知
ら
せ
と
校
閲
結
果
が
も
た

ら
さ
れ
た
。
疾
き
こ
と
風
神
の
如
し
。 

見
原
の
経
験
で
は
確
認
作
業
に

W
ord

の
校
閲
機
能
を
用
い
る
の
が

普
通
だ
が
、
修
正
箇
所
が
増
え
て
く

る
と
読
み
づ
ら
く
漏
れ
が
生
じ
た
り
、

フ
ァ
イ
ル
が
壊
れ
作
業
内
容
が
消
え

た
り
す
る
の
が
難
点
だ
。
230
頁
も
の

フ
ァ
イ
ル
が
壊
れ
た
ら
ど
う
す
る
？ 

そ
れ
を
聞
い
た
島
田
君
の
脳
内
で

前
代
未
聞
の
ア
イ
デ
ア
が
閃
い
た
。

各
自
が
確
認
し
た
内
容
をExcel

フ
ァ
イ
ル
に
入
力
し
そ
れ
を
一
枚
の

Excel

シ
ー
ト
に
マ
ー
ジ(

統
合)

す

れ
ば
一
目
瞭
然
、W

ord

の
校
閲
機

能
は
必
要
な
い
！ 

校
閲
の
門
外
漢
が
開
発
し
た
書
式

は
即
物
的
にkanrihyo

と
名
付
け

ら
れ
、
気
に
な
っ
た
内
容
と
そ
の
章
・

節
・
頁
・
行
、
修
正
案
、
裏
付
け
資

料
のU

RL
、
い
つ
誰
が
確
認
し
た
か

等
が
一
覧
表
に
な
っ
て
い
る
。

Excel

フ
ァ
イ
ル
はW

ord

よ
り
壊

れ
に
く
い
。URL
の
リ
ン
ク
先
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
画
像
等
）
を
も
一
つ

の
フ
ォ
ル
ダ
に
収
め
た
た
め
容
量
は

約
80
M
B
と
メ
ー
ル
添
付
に
は
向

か
な
い
が
、OneD

rive

（
ク
ラ
ウ
ド
）

に
保
存
す
る
こ
と
で
解
決
を
見
た
。

つ
ま
り
ど
ん
な
に
修
正
箇
所
が
増
え

て
も
、
作
業
者
が
何
人
い
て
も
、
ロ

グ
イ
ン
す
れ
ば
同
一
の
内
容
と
校
了

ま
で
の
成
り
行
き
を
俯
瞰
で
き
る
の

だ
。
雷
雲
（
ク
ラ
ウ
ド
）
か
ら
稲
穂

に
実
り
も
た
ら
す
雷
神
の
如
し
。 

 

師
走
、
事
態
が
大
き
く
動
い
た
。

出
版
業
界
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
編

集
者
の
方
が
原
稿
に
惚
れ
込
み
、「
是

非
う
ち
か
ら
出
版
し
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
申
し
出
が
あ
り
、
出
版
元
が
確

定
し
た
の
で
あ
る
。 

二
〇
二
一
年
一
月
二
六
日
、

BYTe

はkanrihyo

を
出
版
社
や

恩
田
先
輩
と
共
有
し
た
。
こ
の
時
点

で
、
三
人
が
手
分
け
し
て
確
認
し
た

項
目
数
は
770
箇
所
を
超
え
て
い
た
。

出
版
社
の
社
長
か
ら
は
「
驚
き
ま
し

た
。
実
に
入
念
な
お
仕
事
で
、
恩
田

先
生
と
そ
の
作
品
へ
の
愛
を
感
得
い

た
し
ま
し
た
。
制
作
に
あ
た
り
ま
し

て
、
大
い
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
お
褒
め
い
た
だ
い
た
。
恩

田
先
輩
に
は
「
お
三
人
の
ご
親
切
と

熱
意
の
賜
物
を
大
変
あ
り
が
た
く
拝

見
し
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に
夢
の
よ

う
な
新
兵
器
。
校
閲
神
と
い
う
商
品

名
で
売
れ
る
の
で
は
」
と
喜
ん
で
い

た
だ
い
た
。
島
田
君
は
「
神
と
い
う

ほ
ど
で
は
な
く
式
神
く
ら
い
か
と
」

と
謙
遜
し
た
。 

同
窓
会
の
お
か
げ
で
、
幹
事
学
年

の
活
動
を
通
し
絆
を
培
っ
た
我
々
は
、

昨
年
二
月
以
降
一
度
も
会
っ
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
恩
田
先
輩
や
同
期
生
と
一
緒
に
旅

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
古

代
中
国
か
ら
古
今
和
歌
集
、絵
巻
物
、

茶
の
湯
、
芭
蕉
、
北
斎
、
現
代
俳
句
を

往
還
す
る
壮
大
な
文
芸
評
論
が
生
ま

れ
る
お
手
伝
い
を
す
る
事
が
で
き
た
。 

そ
の
後kanrihyo

はM
erge 

and U
rge

（
統
合
し
、
督
促
す
る
の

意
）
に
改
名
、
倦
む
こ
と
な
き
絨
毯

爆
撃
は
現
在
も
続
い
て
い
る
（
本
稿

は
関
係
者
の
メ
ー
ル
、LIN

E

を
抜

粋
し
構
成
し
ま
し
た
）。 

 

＊
本
評
論
集
の
タ
イ
ト
ル
や
発
売
日

等
をYouTube

『
恩
田
侑
布
子 

俳

句
の
世
界
』
の
中
で
順
次
お
伝
え
し

て
い
く
予
定
で
す
。
本
稿
執
筆
中
の

二
月
時
点
で
第
１
回
を
公
開
中
、
恩

田
侑
布
子
第
一
句
集
『
イ
ワ
ン
の
馬

鹿
の
恋
』
か
ら
新
年
・
春
の
計
七
句

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

https://youtu.be/BagkI-AU
Irc 

 

 

  

 

 

第
２
回
で
は
同
句
集
か
ら
夏
の
句
を

紹
介
、
静
岡
県
民
写
真
展
で
県
知
事

賞
（
最
高
賞
）
を
受
賞
し
た
山
本
均

君(

95
期)

撮
影
の
写
真
が
登
場
し
ま

す
（
予
定
）。
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

恩田侑布子 俳句の世界 で 

検索してください 

わ
た
し
と
俳
句

（13）	 　静中・静高関東同窓会会報　	 2021年5月20日　第91号



静静
中中
生生
がが
いい
たた
日日
々々  

1

71
期

浦
田 

彰

2019(

令
和
元
）
年
の
会
報
88
号
で
私

は
某
後
輩
か
ら
「
シ
ズ
ナ
カ
」
っ
て

何
？
」
っ
て
聞
か
れ
て
慌
て
た
と
い
う

こ
と
を
書
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シ
ズ
ナ
カ
は
生
き
て
い
ま
す
。
同
窓

会
の
規
約
は
「
第
一
条
（
名
称
）
本
会

ハ
静
中
静
高
同
窓
会
ト
称
ス
ル
…
」
と

あ
り
ま
す
。
静
高
同
窓
会
150
年
に
わ

た
る
歴
史
に
は
旧
制
・
静
岡
中
学
60

余
年
の
星
霜
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で

す
。
遥
か
な
る
先
輩
、
静
岡
中
学
の
生

徒
た
ち
は
ど
ん
な
学
校
生
活
を
送
っ

曾
祖
父
の
時
代
で
す
。

手
元
に
『
回
想

静
岡
中
學
校

戦

中
戦
後
の
激
動
期
を
生
き
て
』
と
あ
る

270
ペ
ー
ジ
の
文
集
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
長
年
母
校
の
教
壇
に
立
た
れ
て

い
た
三
浦
孝
一
先
生
か
ら
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
文
集
に
添
え
た
先
生
か
ら
の

お
手
紙
に
こ
う
あ
り
ま
す
。
「
…
静
中

静
高
125
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。
…
内
容
は

戦
中
戦
後
に
渉
る
10
年
間
（
58
期
～

68
期
）
の
混
乱
期
に
在
校
し
た
仲
間

た
ち
の
同
窓
会
外
史
と
も
い
う
べ
き

記
録
で
す
。
私
が
担
任
し
た
ク
ラ
ス
の

中
で
静
岡
を
離
れ
て
久
し
い
皆
さ
ん

の
、
静
高
時
代
の
思
い
出
の
よ
す
が
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
…
」

文
集
に
記
載
さ
れ
た
静
中
生
が
歩

ん
だ
戦
中
戦
後
の
学
校
生
活
の
一
端

を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ほ
ん
の
一

部
で
す
が
、
昭
和
史
の
最
中
に
中
学
生

と
し
て
学
ん
だ
年
月
は
ど
ん
な
日
常

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

46
期

一
宮
弘
道
さ
ん
「
大
正
15

年
8
月
8
日
、
甲
子
園
へ
向
か
う
選

手
団
を
駅
で
見
送
り
激
励
す
る
。
8

月
20
日
、
決
勝
戦
で
関
東
州
（
旧
満

州
）
代
表
の
大
連
商
業
を
相
手
に
3

連
投
の
上
野
投
手
が
好
投
、
９
回
ス
ク

イ
ズ
に
よ
る
福
島
捕
手
の
生
還
で
２

対
１
で
優
勝
…
8
月
22
日
午
後
4

時
40
分
、
駅
で
選
手
た
ち
を
凱
旋
出

迎
え
、
学
校
ま
で
沿
道
に
歓
迎
の
群
衆

が
溢
れ
て
万
歳
の
歓
呼
の
声
…
8
月

23
日
、
浅
間
神
社
で
盛
大
な
祝
勝
会
、

夜
の
提
灯
行
列
で
茶
町
の
溝
に
落
ち

て
ず
ぶ
濡
れ
…
」
。 

甲
子
園
優
勝
！

今
も
語
り
継
が
れ

る
母
校
の
大
い
な
る
物
語
で
す
。 

51
期

宮
野
守
信
さ
ん
「
…
卒
業

式
は
昭
和
11
年
の
3
月
、
二
・
二
六

事
件
の
直
後
で
あ
っ
た
。
来
賓
の
一
人

54
期

下
山
清
さ
ん
「
二
・
二
六

事
件
は
２
年
生
、
先
生
か
ら
今
、
東
京

で
大
事
件
が
起
き
て
い
る
。
皆
冷
静
に

と
い
う
お
達
し
。
こ
の
日
珍
し
く
大
雪
、

皆
は
し
ゃ
い
で
教
室
に
雪
を
投
げ
込

み
教
室
は
水
浸
し
に
な
っ
た
」。 

５
年
生
と
２
年
生
の
差
、
肉
体
的
に

も
精
神
的
に
も
中
学
生
は
成
長
し
て

い
き
ま
す
。

51
期

田
中
賢
一
さ
ん
「
週
3
日

の
軍
事
教
練
、
１
、
２
年
は
徒
手
教
練
、

３
年
以
上
は
執
銃
教
練
だ
っ
た
。
校
舎

の
東
側
に
兵
器
庫
が
あ
り
、
３
年
生
は

村
田
銃
、
４
、
５
年
生
は
三
八
式
歩
兵

銃
だ
っ
た
。
空
包
を
使
う
演
習
が
年
２

回
、
空
包
は
５
発
配
ら
れ
た
。」 

46
期

一
宮
弘
道
さ
ん
「
藁
科
川

の
河
原
で
幕
営
演
習
。
歩
哨
の
夜
間
任

務
を
習
っ
て
テ
ン
ト
を
張
り
宿
営
を

体
験
。
朝
４
時
に
起
床
し
て
飯
盒
炊
爨
、

７
時
に
整
列
、
学
校
ま
で
隊
列
行
進
し

て
解
散
…
」
。 

60
期

望
月
雅
二
さ
ん
「
５
年
生

の
7
月
か
ら
小
鹿
の
三
菱
工
場
へ
動

員
と
な
っ
た
。
ゼ
ロ
戦
の
エ
ン
ジ
ン
試

運
転
の
作
業
で
、
配
属
将
校
か
ら
、
背

が
高
く
体
に
自
信
の
あ
る
者
は
前
に

出
ろ
と
言
わ
れ
、
恐
る
恐
る
前
に
出
た
。

勉
強
は
忘
れ
た
。
毎
日
々
々
の
勤
労
奉

仕
だ
っ
た
。
」 

62
期

伏
見
茂
男
さ
ん
「
…
工
場

動
員
、
最
初
の
1
週
間
は
万
力
に
厚

さ
1
㎝
、
幅
5
㎝
の
鉄
板
を
挟
ん
で

タ
ガ
ネ
と
ハ
ン
マ
ー
で
切
断
し
て
、
ギ

ザ
ギ
ザ
の
切
断
面
を
ヤ
ス
リ
を
か
け

て
平
ら
に
す
る
作
業
だ
っ
た
。
隣
り
の

コ
ン
ベ
ア
に
は
精
華
高
女
の
５
年
生

が
動
員
さ
れ
て
い
て
、
昼
休
み
に
チ
ョ

ッ
ト
離
れ
て
ロ
ー
レ
ラ
イ
な
ん
か
歌

っ
た
も
の
で
す
。
朝
8
時
か
ら
朝
8

時
ま
で
３
交
代
勤
務
、
安
西
か
ら
電
車

で
曲
金
へ
出
て
、
田
圃
道
を
歩
い
て
通

っ
た
。
」 

 
 

 
 

 
 

58
期

松
永
昌
二
さ
ん
「
汽
車
通

だ
っ
た
の
で
駅
を
降
り
る
と
直
ち
に

整
列
し
、
最
上
級
生
の
指
揮
の
も
と
に

４
列
縦
隊
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
学

校
ま
で
行
進
す
る
。
途
中
で
将
校
に
で

も
会
う
と
５
年
生
の
指
揮
の
も
と
『
歩

調
を
と
れ
！
頭
ッ
右
！
』
と
号
令
を
か

け
る
。
お
堀
に
さ
し
か
か
る
と
出
勤
途

上
の
将
校
に
出
く
わ
す
こ
と
が
多
く
、

号
令
を
掛
け
る
ほ
う
も
掛
け
ら
れ
る

ほ
う
も
大
変
だ
っ
た
。
」 

60
期

逸
見
昭
三
さ
ん
「
忘
れ
も

し
な
い
３
年
生
の
頃(

昭
和
18
年)

駅

南
か
ら
通
学
し
て
い
た
級
友
が
、
駅
南

の
住
友
工
場
の
敷
地
の
土
中
か
ら
弥

生
時
代
の
土
器
が
大
量
に
出
土
し
た

ら
し
い
と
興
奮
し
て
、
僕
ら
に
告
げ
た
。

僕
ら
郷
土
研
究
ク
ラ
ブ
の
面
々
が
駆

け
つ
け
る
と
、
暗
渠
の
至
る
と
こ
ろ
の

廃
塵
ら
し
き
も
の
の
中
に
各
種
の
土

器
、
木
器
、
農
具
、
穀
粒
な
ど
が
散
乱

し
て
い
る
。
こ
れ
が
登
呂
遺
跡
の
最
初

の
姿
で
し
た
。
さ
し
ず
め
我
々
静
中
郷

土
研
究
ク
ラ
ブ
が
登
呂
の
発
見
者
と

い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
で
も
中
学

生
の
力
で
は
遺
物
を
集
め
る
ぐ
ら
い

が
関
の
山
で
、
世
界
的
発
見
の
名
誉
は

後
の
学
者
さ
ん
た
ち
に
譲
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
」 

軍
事
教
練
・
学
徒
動
員
な
ど
戦
時
中

の
静
中
生
た
ち
の
学
校
生
活
は
、
な
ん

と
厳
し
か
っ
た
こ
と
か
。
そ
れ
で
も
登

呂
遺
跡
の
発
見
に
静
中
生
が
関
わ
っ

て
い
た
と
は
！

三
浦
孝
一
先
生
か
ら
贈
ら
れ
た
文
集

『
回
想

静
岡
中
學
校

戦
中
戦
後
の

激
動
期
を
生
き
て
』

衆
議
院
議
員
尾
崎
元
次
郎
先
輩
の
祝

辞
に
感
銘
し
た
。
氏
は
、
こ
の
事
件
は

偏
向
思
想
を
も
っ
た
者
の
行
動
で
あ

る
。
諸
君
は
今
後
世
に
出
る
訳
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
思
想
を
持
っ
た
人
と

接
触
す
る
事
は
十
分
注
意
す
る
よ
う

に
…
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
何
か
テ

ロ
臭
い
と
感
じ
て
い
た
中
学
生
に
と

っ
て
衝
撃
で
あ
っ
た
」。

た
の
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
の
父
親
か

た
か
が
同
窓
会
、さ
れ
ど
同
窓
会

た
か
が
同
窓
会
、さ
れ
ど
同
窓
会    

2222
回回
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67
期 

花
崎
孝
夫
さ
ん
「
終
戦
の

日
の
翌
日
、
校
長
先
生
が
全
生
徒
を
集

め
て
、
『
日
本
は
負
け
た
』
と
演
説
。

約
３
時
間
、
炎
天
下
の
校
庭
で
聞
い
て

い
た
生
徒
は
次
々
と
倒
れ
、
私
も
意
識

が
無
く
な
り
気
が
つ
い
た
ら
日
陰
に

寝
か
さ
れ
て
い
た
。
終
戦
直
後
に
は
ま

だ
陸
軍
の
教
官
が
い
た
が
、
あ
る
日
の

教
練
で
『
こ
れ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
民
主

主
義
が
日
本
に
来
る
。
民
主
主
義
は
生

徒
に
号
令
を
掛
け
て
は
い
け
な
い
、
生

徒
を
並
ば
せ
て
も
い
け
な
い
こ
と
に

な
っ
た
』
と
い
っ
た
。
僕
ら
は
教
官
の

顔
を
み
て
釈
然
と
し
な
い
思
い
だ
っ

た
。
」 

 

64
期 

桜
井
一
男
さ
ん
「
21
年
６

月
17
日
、
住
友
の
仮
校
舎
に
天
皇
陛

下
が
Ｍ
Ｐ
（
※
）
に
護
衛
さ
れ
て
行
幸

さ
れ
た
。
軍
人
に
な
る
つ
も
り
で
い
た

の
に
裏
切
ら
れ
た
気
持
ち
が
強
く
、
陛

下
に
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の
か
直
接
聞

い
て
み
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
た
記
憶

が
あ
る
。
国
の
為
に
死
ぬ
つ
も
り
の
思

い
の
反
動
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。」 

※
Ｍ
Ｐ
＝Military 

Police

憲
兵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

66
期 

森
山
秀
夫
さ
ん
「
昭
和
21

年
２
年
生
の
時
、
復
活
し
た
野
球
部
に

入
っ
た
。
布
製
の
グ
ロ
ー
ブ
で
へ
ば
る

ま
で
の
練
習
の
毎
日
、
４
年
生
で
投
手

に
な
っ
た
そ
の
年
の
夏
16
年
ぶ
り
の

甲
子
園
、
い
つ
の
間
に
か
静
高
生
に
な

っ
て
い
た
」。 

こ
う
し
て
、
昭
和
23
年
４
月
の
学

制
改
革
に
よ
っ
て
静
岡
中
学
４
年
生

は
進
級
し
て
静
岡
高
校
（
当
時
は
静
岡

第
一
高
校
）
２
年
生
と
な
り
、
中
学
５

年
生
は
高
校
３
年
生
と
な
り
ま
し
た
。

 

高
浜
虚
子
の
句
に 

 
 

と
い
う
句
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
年
の
越

年
の
句
で
す
が
、
静
岡
中
学
校
と
静
岡

高
等
学
校
も
何
か
棒
の
よ
う
な
も
の

で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
連
綿
と
し
て

続
き
、
卬
高
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い

る
の
で
す
。
若
い
同
窓
生
に
と
っ
て
シ

ズ
ナ
カ
は
既
に
歴
史
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
時
に
は
旧
制
・
静
岡
中
学

に
学
ん
だ
先
輩
た
ち
に
想
い
を
馳
せ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

 

最
後
に
、
文
集
か
ら
引
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
諸
先
輩 

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

去
年
今
年
貫
く
棒
の
如
き
も
の

7 

非
常
な
世
で
健
や
か
に
伝
統
の
明

り
を
灯
す
現
チ
ー
ム
の
成
長
に
尊
い

有
り
難
さ
を
感
じ
、
栗
林
俊
輔
先
生
へ

の
謝
恩
と
新
任
の
池
田
新
之
介
先
生

(

112
期
主
将
内
外
野
手)

を
歓
迎
す
る

春
。
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
池
谷
の
好
投
、
西

武
将
平
・
楽
天
堀
内
の
快
音
、
東
大
に

三
度
挑
ん
だ
135
期
藤
田
大
和
の
慶
應

文
進
学
野
球
部
入
部
が
喜
ば
れ
た
。

今
の
静
高
は
、
希
に
見
る
長
身
投
手

陣
の
髙
須
・
舩
橋
・
鈴
木
脩
矢
・
法
月
・

吉
田
優
飛
等
の
球
が
活
き
、
打
っ
て
は

金
子
主
将
内
外
野
手
・
二
塁
渋
谷
・
遊

撃
名
手
山
本
等
が
シ
ャ
ー
プ
に
繋
ぎ
、

三
番
ハ
イ
セ
ン
ス
な
中
堅
相
田
・
四
番

強
打
の
左
翼
池
田
・
五
番
華
麗
な
振
り

の
一
塁
座
馬
と
袴
田
・
頼
も
し
い
捕
手

群
雄
割
拠
の
春
県
大
会
で
研
鑽
し
夏

の
上
位
シ
ー
ド
を
狙
う
。

今
選
抜
で
他
言
語
の
校
歌
が
論
を

呼
ん
だ
が
、
静
中
野
球
部
創
設
ナ
イ
ン

の
12
期
柴
田
善
三
郎
選
手
（
磐
田
郡

出
身
・
81
期
柴
田
尚
同
窓
会
関
西
支

部
長
の
曽
祖
父
）
が
大
正
期
に
朝
鮮
総

督
府
学
務
局
長
と
し
て
ハ
ン
グ
ル
文

字
の
普
及
に
も
携
わ
り
、
昭
和
４
年
夏

の
甲
子
園
で
大
阪
府
知
事
と
し
て
静

中
ベ
ン
チ
を
訪
れ
る
点
、
歴
史
は
全
て

繋
が
っ
て
い
る
。
時
の
二
年
生
エ
ー
ス

鈴
木
芳
太
郎
（
歴
代
最
多
104
勝
）
が

戦
後
最
初
の
監
督
と
な
り
、
育
成
さ
れ

た
70
期
望
月
一
男
内
野
手
現
球
友
会

長
が
、
お
元
気
に
ネ
ッ
ト
裏
か
ら
チ
ー

ム
を
見
つ
め
る
。
月
間
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
四
月
号
に
は
77
期
石
山
建

一
主
将
レ
ジ
ェ
ン
ド
が
、
プ
ロ
の
西

武
・
ア
マ
の
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
同
時
創

設
に
伴
う
所
沢
球
場
建
設
の
物
語
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
と
も
見
ら
れ
る
臨

場
感
で
紹
介
さ
れ
、
そ
こ
に
選
手
フ
ァ

ー
ス
ト
、
フ
ァ
ン
尊
重
の
哲
学
を
感
じ
、

静
高
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
単
に
野
球
に
留

ま
ら
な
い
偉
業
に
敬
服
し
た
。
現
チ
ー

ム
が
新
し
き
世
に
静
高
野
球
の
真
髄

を
体
現
す
る
予
感
が
強
い
。
お
盆
の
聖

地
で
は
、
縦
縞
の
ワ
ル
ツ
・
明
る
く
豊

か
な
フ
ォ
ー
ク
・
世
界
言
語
な
ど
の
校

歌
を
尊
重
し
つ
つ
、
熱
中
症
予
防
の
通

気
性
マ
ス
ク
を
通
し
て
富
士
の
高
き

を
仰
ぎ
、
白
雪
の
清
ら
か
な
心
を
、
未

来
に
向
け
て
適
切
な
声
量
で
口
ず
さ

も
う
で
は
な
い
か
。

新新
しし
いい
夏夏
にに

健健
やや
かか
なな
未未
来来
をを
拓拓
くく

岳
南
球
友
会
員

94
期 

松
永
啓

春の野にヤマトタケルの末裔よ 

剣のごとく投打さやけし 

エース髙須の快投四番池田の強打 

77 期石山建一主将講演(ふじのくに基準)に感謝の花束(抗菌性） 

川
端
と
連
な
っ
て
、
三
塁
は
山
岸
と
永

島
、
外
野
に
宮
本
・
伊
藤
・
池
谷
・
石

塚
レ
イ
（
筑
波
大
附
属
中
）
と
、
歴
代

優
位
の
強
打
堅
守
・
学
業
極
め
て
優
秀

な
逸
材
が
ひ
し
め
き
、
光
輝
く
恵
み
の

里
、
長
谷
校
庭
に
切
磋
琢
磨
の
球
音
が

満
ち
る
。
昨
秋
来
、
東
海
大
相
模
・
中

京
大
中
京
・
県
岐
阜
商
・
作
新
学
院
等

と
練
試
を
重
ね
、
四
月
に
は
小
関
雅
司

新
校
長
先
生
観
覧
の
も
と
県
中
部
大

会
で
優
勝
。
掛
川
西
、
加
藤
学
園
な
ど

石塚レイの走塁
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美美
学学
にに
よよ
るる
課課
題題
解解
決決  

ポポ
スス
トト
ココ
ロロ
ナナ
のの
場場
づづ
くく
りり  

120
期 

高
田 

彩
実 

  

私
は
ロ
ン
ド
ン
や
東
京
の
設
計
事

務
所
で
経
験
を
積
み
、

2019
年
に

ayam
itakada architects

を
設

立
し
ま
し
た
。
課
題
解
決
の
視
点
か
ら

空
間
デ
ザ
イ
ン
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
住
ま
い
や
職
場
に
求
め

ら
れ
る
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
公
共
空
間
、
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
テ

ル
や
住
宅
な
ど
人
の
活
動
す
る
場
所

の
機
能
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
法
の
拘
束
や
事
業
が
成
立
す
る
ま

で
に
か
か
る
時
間
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
一
人
称
の
た

め
の
占
有
空
間
の
提
案
だ
け
で
は
な

く
、
生
体
反
応
や
人
の
動
き
の
解
析
、

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
の
手
法

を
用
い
て
場
所
と
時
間
の
仕
組
み
や

原
理
を
考
え
る
試
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
場
の
提
供
に
携
わ
る
様
々
な
方
と

協
働
し
、
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
新
し

い
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。 

 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
効
果
と
長
期
的

な
視
点
の
両
方
を
考
慮
し
、
不
動
産
を

あ
る
程
度
流
動
的
な
も
の
と
と
ら
え

て
世
代
を
超
え
た
長
期
的
な
戦
略
を

持
ち
な
が
ら
計
画
す
る
こ
と
が
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
う
の
で
自
己
成
長
能
力
の
あ
る
建

物
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

設
計
事
務
所
は
も
と
も
と
場
所
を

選
ば
な
い
職
種
で
あ
る
た
め
に
、
海
外

の
仕
事
を
引
き
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、

テ
レ
ビ
電
話
を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
は
十
年
以
上
前
か
ら

取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。
建
設
現
場
の

近
く
に
常
駐
し
て
本
社
と
連
携
し
な

が
ら
作
業
を
行
う
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
す
。
現
に
昨
年
の
春
に
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
た
時
も
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
中
の
パ
リ
に
住
む
建
築
家
と
や
り

取
り
を
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い

ま
し
た
。
今
ま
で
自
分
が
行
っ
て
き
た

働
き
方
の
体
験
か
ら
も
、
先
の
見
通
し

を
立
て
て
今
後
多
く
の
人
が
ぶ
つ
か

り
そ
う
な
課
題
を
解
消
す
る
よ
う
心

掛
け
た
い
で
す
。 

で
き
あ
が
る
ま
で
時
間
を
要
す
る

建
物
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
た
め
に
、

xa (

カ
ケ
ル
エ
ー)

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

を
つ
く
り
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
も

行
っ
て
い
ま
す
。
溶
接
や
絞
り
染
め
等

の
優
れ
た
技
術
を
活
用
し
、
日
本
な
ら

で
は
の
商
品
を
開
発
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
ち
ら
は
現
在
開
発
中
の
ソ
フ
ァ

で
す
。
ラ
ン
ダ
ム
な
形
状
で
場
所
に
よ

り
見
た
目
と
座
り
心
地
が
異
な
り
、
小

さ
な
部
屋
で
も
様
々
な
使
い
方
を
楽

し
め
る
家
具
を
考
え
ま
し
た
。
建
物
は

一
点
物
と
し
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で

つ
く
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
量
産
を
前
提

と
す
る
乗
り
物
な
ど
の
工
業
製
品
は

１
つ
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
対
し
て
繰
り

返
し
検
討
を
行
い
や
す
く
別
の
次
元

の
強
度
を
持
っ
て
い
ま
す
。
両
方
の
デ

ザ
イ
ン
手
法
を
活
か
し
て
建
築
を
設

計
し
た
い
で
す
。 

 

東
京
レ
ザ
ー
フ
ェ
ア
（
5/26-

5/27
＠
都

立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
台
東
館
）
に
て
、

展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
お
近
く

に
訪
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
覗
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。 

美
学
に
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
課
題

解
決
能
力
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
と
対
面
す
る
時
間
は
そ
の
場
限
り

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
美
し
い
場
所
の

効
果
は
継
続
す
る
た
め
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
様
々
な
人
の
視
点
に
立
ち
、

空
間
を
つ
く
る
こ
と
で
よ
り
よ
い
未

来
を
描
い
て
い
き
た
い
で
す
。 

 
 

 

昨
年
の
xa
の
展
示(#Cloudzoo)

の

動
画(https://bit.ly/3sBZpXU

)

は

同
級
生
の
欒
溯
さ
ん
に
選
曲
と
ピ
ア

ノ
の
演
奏
に
よ
り

BGM
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
視
覚
と
聴
覚
が
融
合
す
る
素
晴

ら
し
い
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
の

で
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
ま
せ
。

 

静
岡
は
温
暖
で
の
ん
び
り
し
て
い

る
分
、
潜
在
的
な
課
題
へ
の
対
応
が
遅

い
た
め
、
恵
ま
れ
た
経
験
を
地
域
づ
く

り
に
も
生
か
し
た
い
で
す
。
小
さ
な
も

の
か
ら
大
き
な
も
の
ま
で
、
快
適
な
空

間
を
求
め
ら
れ
て
い
る
方
は
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

 

Networking Garden (コンペ応募案) 

#Cloudzoo 120 期 欒溯(Su Luan)さん 

SHIBORI Sofa 
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あ
の
日
か
ら
10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

瓦
礫
で
覆
い
尽
く
さ
れ
て
い
た
三
陸

の
町
、
段
ボ
ー
ル
を
敷
い
た
床
の
上
で

横
に
な
っ
て
い
る
高
齢
の
避
難
者
、
全

国
そ
し
て
海
外
か
ら
も
届
け
ら
れ
た

山
の
よ
う
な
支
援
物
資
。
つ
い
昨
日
の

こ
と
の
よ
う
に
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

 

盛
岡
で
生
活
し
て
い
た
私
が
支
援

活
動
を
始
め
た
の
は
震
災
翌
日
の
３

月
12
日
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
災

害
支
援
の
経
験
な
ど
全
く
な
か
っ
た

私
で
し
た
の
で
、
何
か
し
な
け
れ
ば
と

心
ば
か
り
が
焦
っ
て
い
て
パ
ニ
ッ
ク

に
近
い
精
神
状
態
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
真
っ
先
に
頼
り
に
し

た
の
は
静
高
時
代
の
仲
間
達
で
し
た
。

手
元
に
あ
っ
た
同
級
生
の
ア
ド
レ
ス

に
一
斉
メ
ー
ル
を
打
っ
た
の
で
す
。

「
お
願
い
で
す
、
助
け
て
下
さ
い
」。 

一
富
士
の
焼
き
そ
ば
と
静
岡
お
で

ん
の
炊
き
出
し
を
家
族
で
運
ん
で
き

て
く
れ
た
同
級
生
、
夏
み
か
ん
や
衣
料

品
、
自
転
車
等
を
ト
ラ
ッ
ク
満
載
で
届

け
に
き
て
く
れ
た
先
輩
が
い
ま
し
た
。

 
2014

年
か
ら
は
関
東
同
窓
会
の
メ

ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
被
災
地
応
援

の
岩
手
ツ
ア
ー
が
毎
年
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
残
念
な
が

ら
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、2019

年 

     ま
で
６
回
を
数
え
て
い
ま
す
。
同
期
の

仲
間
だ
け
で
な
く
先
輩
方
も
含
め
て
、

毎
回
10
人
～
20
人
近
い
参
加
人
数
で

す
。 ツ

ア
ー
は
一
泊
二
日
の
行
程
で
、
復

旧
が
進
む
三
陸
の
状
況
を
見
学
し
、
震

災
遺
構
で
の
防
災
学
習
や
復
興
商
品

の
購
入
支
援
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て

い
ま
す
。
初
回
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
舞
台
と
な
っ
た
北

三
陸
を
訪
ね
ま
し
た
。2016

年
は
「
風

の
電
話
」
で
知
ら
れ
る
大
槌
町
の
ベ
ル

ガ
ー
デ
ィ
ア
で
庭
造
り
の
お
手
伝
い
、

2017

年
は
前
年
の
台
風
10
号
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
岩
泉
町
で
家
財
の

運
び
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て

い
ま
す
。
春
の
山
菜
採
り
や
秋
祭
り
、

茅
葺
き
民
家
で
の
宿
泊
な
ど
、
岩
手
の

田
舎
な
ら
で
は
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
あ
り
ま
し
た
。 

         

 

先
日
10
年
の
節
目
に
あ
わ
せ
、
こ

れ
ま
で
の
災
害
支
援
と
岩
手
ツ
ア
ー

を
振
り
返
る
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
画
面
越
し
で
は
あ
り

ま
し
た
が
嬉
し
い
再
会
で
し
た
。
私
が

こ
れ
ま
で
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
も
、
静
高
の
仲
間
達
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

 

長
い
間
私
を
助
け
て
下
さ
っ
た
皆

さ
ん
に
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

◆ホームページから住所変更ができます◆ 

2014 年の岩手ツアー。 

久慈市「あまちゃんの灯台」前で 

震震
災災
かか
らら
1100
年年
、、  

支支
援援
活活
動動
とと
静静
高高
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク  

Save 
Iwate

代
表 

92
期 

寺
井
良
夫 

   

 

事
務
局
よ
り 

◆
４
月
よ
り
事
務
所(

新
間)

の
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Te
l 

03

・5217

・03
00 

F
a
x 
0
3

・5
2
1
7

・0
3
0
1 

 

◆
当
日
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集 

初
の
Ｗ
ｅ
ｂ
総
会
に
向
け
て
事
務
局
で
も
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
に
対

応
す
る
に
は
専
門
知
識
が
不
足
ぎ
み
で
す
。
Ｐ 

Ｃ 
が
得
意
な
方
、
Ｚ
ｏ 

ｏ 

ｍ 

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
開
催
経
験
の

あ
る
方
等
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！ 

s
h
i
z
u
k
o
k
a
n
t
o
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m 

（
事
務
局
ア
カ
ウ
ン
ト
と
し
て
役
員
で
共
有
し

て
い
ま
す
） 

◆
前
号
よ
り
本
部
役
員
・
代
表
理
事
の
方
々
に
も
会

報
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
（
会
員
数
に
含

め
ず
）
。
今
後
も
活
動
理
解
と
連
携
を
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

◆
会
員
現
況
（
発
送
数
） 

３
７
４
６
名 

編
集
後
記

▼
２
年
ぶ
り
の
関
東
同
窓
会
総
会
が

７
月
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。W

ith

コ
ロ
ナ
時
代
に
相
応
し
い
形
で
、
リ

ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド（
融
合
）を
目
指
し
ま
す
の
で
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
春
の
県
大
会

で
野
球
部
は
奮
闘
し
て
お
り
、
夏
の

甲
子
園
大
会
に
向
け
県
予
選
で
の
制

覇
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

▼
今
号
も
同
窓
生
な
ら
で
は
の
多
彩

で
充
実
し
た
原
稿
と
写
真
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。「
世
界
の
旅
」
は

ゆ
っ
く
り
続
け
る
予
定
で
す
。「
わ

た
し
と
俳
句
」「
た
か
が
同
窓
会
」

「
岳
南
球
友
会
」
は
人
気
連
載
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
冴
え
て
い
ま
す
。

▼
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を
衝
け
」
の

渋
沢
栄
一
は
静
岡
で
仕
事
し
、
在
住

経
験
も
あ
り
ま
す
。
最
後
の
将
軍
徳

川
慶
喜
は
一
八
六
八
年
か
ら
一
八
九
七

年
ま
で
30
年
余
り
に
わ
た
っ
て
静
岡

（
紺
屋
町
＝
浮
月
楼
や
西
草
深
）
で

暮
ら
し
ま
し
た
。
両
氏
と
も
母
校（
静

岡
中
学
時
代
）
関
係
者
と
の
ご
縁
も

あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
秘
話
を
発
掘

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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5555 

小
沢
忠
樹 

5577 

岩
井
平
一
郎 

5588 

上
野
広
、
小
長
井
重
雄
、
島
村
悟 

59 

青
山
勇
、
朝
比
奈
正
二
、
大
塚
恒
、
加
藤
恵
一
、 

狩
野
和
男
、
酒
井
哲
夫
、
勝
呂
清
、
高
橋
裕
、 

田
澤
義
彦
、
福
地
彊
、
本
田
豊 

60 

原
善
三
郎
、
山
本
正
三 

61 

稲
森
愼
二
、
清
水
照
彦
、
福
地
益
人 

62 

香
川
一
郎
、
寺
尾
壽
夫 

63 

福
岡
純
一
郎
、
横
井
一 

64 

新
井
彰
、
遠
藤
榮
、
近
藤
博
之
、
佐
野
旭
、
杉
本
哲
、

塚
本
光
彦
、
村
上
喜
代
二 

66 

大
坪
信
之
、
菊
田
聰
裕
、
仲
野
道
雄
、
中
村
伸
吾
、 

原
野
谷
朋
司
、
藤
原
朝
則
、
増
井
和
夫
、
村
松
武
司
、

茂
木
爲
男 

67 

朝
倉
勇
、
遠
藤
一
彦
、
小
倉
牧
夫
、
川
上
剛
二
、 

榑
松
晋
、
児
島
英
男
、
鈴
木
敏
行
、
福
原
亨
一
、 

増
田
安
国
、
向
井
久
和 

68 

荒
谷
じ
つ
子
、
市
原
卓
、
岩
瀬
順
郊
、
宇
田
貞
子
、 

大
石
博
司
、
大
石
康
博
、
佐
野
川
好
母
、
鈴
木
昭
夫
、 

瀬
口
寿
一
郎
、
瀬
堂
川
徹
、
塚
本
浩
司
、
吉
崎
英
輔 

69 

天
野
高
廣
、
植
村
守
代
、
倉
田
聰
、
谷
川
治
弘
、 

原
久
弥
、
原
野
谷
和
弘
、
山
下
泉
、
𠮷𠮷
原
健
三
郎 

70 

石
山
博
、
大
場
良
臣
、
小
澤
良
輔
、
影
山
昇
、 

片
山
智
司
、
北
村
孝
、
久
澤
正
雄
、
清
水
令
一
郎
、 

白
石
通
子
、
清
智
、
関
哲
男
、
田
中
元
、
冨
田
三
樹
、

中
村
龍
二
、
仁
科
俊
介
、
牧
野
甫
、
増
井
満
男 

71 

石
川
宏
、
伊
藤
勝
、
浦
田
彰
、
遠
藤
吉
隆
、
荻
野
覚
、 

    

奥
村
鋭
一
郎
、
片
山
嘉
博
、
栗
田
甲
子
男
、 

小
池
啓
治
、
小
高
常
義
、
後
藤
弘
枝
、
実
石
欣
哉
、 

諏
訪
逸
郎
、
富
野
壽
、
長
倉
眞
一
、
前
田
利
彦
、 

村
松
綏
啓
、
望
月
祐
言
、
矢
部
正
和
、
山
田
卓
夫
、 

山
本
雅
司
、
渡
辺
敏
美 

72 

今
泉
烈
、
近
藤
薫
、
櫻
井
正
之
、
清
水
雅
彦
、 

竹
内
正
和
、
増
田
欽
一
、
村
手
正
之
、
八
木
猛
、 

山
口
公
子
、
山
田
勝 

73 

大
木
茂
、
大
村
康
平
、
後
藤
孝
子
、
杉
山
光
、 

鈴
木
聰
男
、
鈴
木
豊
、
鈴
木
良
明
、
高
橋
美
智
子
、 

遠
山
敦
子
、
豊
田
智
子
、
仲
川
信
正
、
中
西
宏
幸
、 

松
永
烈
、
三
浦
英
夫
、
山
梨
由
記
、
渡
辺
雅
俊 

74 

井
出
宏
嗣
、
大
嶽
隆
司
、
角
谷
治
子
、
佐
藤
薫
郷
、 

佐
藤
鐘
司
、
西
村
泰
一
、
萩
原
茂
春
、
藤
原
經
史
、 

細
川
紀
子
、
望
月
保
、
森
田
史
雄 

75 
安
達
嗣
雄
、
井
出
辰
一
郎
、
今
田
肇
、
小
栗
悠
嗣
、 

勝
間
田
武
司
、
勝
亦
正
安
、
川
面
忠
男
、
笹
尾
光
彦
、 

佐
藤
修
二
、
城
之
内
一
成
、
福
地
茂
樹
、
本
多
幸
吉
、 

村
松
友
視
、
柳
澤
弥
太
郎 

76 

青
島
大
太
郎
、
池
田
哲
郎
、
國
保
能
彦
、
坂
内
三
容
、 

清
水
澄
夫
、
杉
山
貢
、
鈴
木
與
平
、
高
田
忠
敬
、 

田
口
紘
一
、
田
村
充
、
塚
本
平
二
、
山
崎
文
徳
、 

山
住
裕
彦 

77 

青
木
三
郎
、
安
達
忠
良
、
石
橋
三
洋
、
石
間
啓
一
、 

石
山
建
一
、
伊
藤
達
雄
、
岩
崎
敏
宏
、
梅
屋
尚
子
、 

大
岩
蓮
、
勝
間
田
正
喜
、
栗
田
收
司
、
後
藤
嘉
代
、 

小
長
井
奎
幸
、
佐
藤
昌
男
、
清
水
雅
尚
、
中
川
素
子
、 

中
村
邦
彦
、
仁
科
光
司
、
野
方
重
人
、
袴
田
共
之
、 

    

松
井
義
之
、
森
正
毅
、
横
山
進
一 

78 

縣
保
佑
、
石
井
博
之
、
石
原
庸
雄
、
石
山
喬
、 

今
村
史
子
、
小
田
島
鏡
子
、
狩
野
治
之
、
小
林
勝
弘
、 

白
木
桃
子
、
永
田
明
司
、
前
田
国
昭
、
増
田
勲
、 

望
月
省
吾
、
安
間
孝
信
、
安
本
恭
介
、
山
上
晴
重 

79 

上
田
尚
亮
、
江
川
豪
雄
、
太
田
節
一
、
小
川
郷
太
郎
、 

小
林
陽
三
、
細
川
武
、
村
田
吉
隆
、
山
本
勝 

80 

秋
山
幹
男
、
飯
田
早
苗
、
池
ヶ
谷
吉
人
、
榎
本
進
、

小
木
哲
朗
、
柴
田
裕
、
鈴
木
勝
、
長
島
孝
太
郎
、 

原
田
雅
之
、
松
澤
公
夫
、
吉
田
伸
一
郎 

81 

伊
井
和
良
、
内
山
幸
男
、
鈴
木
一
郎
、
鈴
木
昌
宏
、 

仲
澤
幸
子
、
英
嘉
明
、
松
永
旭
、
森
下
鉄
夫 

82 

青
木
健
一
、
青
木
興
治
、
青
木
弌
、
青
山
修
二
、 

荒
牧
喬
平
、
池
田
整
、
石
川
倫
男
、
石
川
康
宏
、 

 
 

石
津
保
彦
、
伊
東
惇
、
岩
﨑
年
史
、
遠
藤
良
治
、 

大
内
修
、
大
村
多
聞
、
小
野
宏
、
金
子
恵
子
、 

北
雄
二
、
篠
原
温
、
鈴
木
良
彦
、
多
賀
谷
秀
保
、 

田
島
幸
司
、
伊
達
新
之
輔
、
富
坂
修
、
堀
内
淳
司
、 

山
内
昭
一
、
八
牧
浩
行
、
吉
田
昌
史 

83 

大
石
髙
志
、
小
柳
津
敏
行
、
久
野
泰
可
、
久
野
淑
子
、 

鈴
木
秀
孝
、
富
永
武
則
、
中
村
豊
、
西
野
直
樹
、 

野
呂
克
実
、
長
谷
川
千
代
、
馬
場
信
幸
、
本
堂
明
、

渡
水
実
根
子 

84 

小
澤
治
夫
、
塩
谷
立
、
杉
山
篤
史
、
杉
山
順
一
、 

鈴
木
啓
俊
、
曽
我
恵
一
、
多
賀
谷
保
治
、
竹
下
晴
久
、

成
田
恵
理
子
、
野
口
洋
一
、
古
谷
良
樹
、
松
島
勤
、

三
宅
幸
夫
、
吉
野
文
江
、
渡
会
清
治 

85 

石
黒
和
紀
、
遠
藤
と
も
子
、
杉
山
由
紀
子
、 

2020
年
度 

静
中
・

静
高
関
東
同
窓
会
会
費
拠
出
者
一
覧 
(

七七
五五
四四
件)

 

多
く
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 
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高
橋
成
彰
、
竹
内
裕
子
、
竹
田
徹
、
増
井
喜
一
郎
、 

松
本
隆
史
、
三
上
嗣
夫
、
望
月
光
、
安
本
敬
、 

山
本
政
博 

86 
青
山
隆
一
、
江
川
彰
子
、
児
島
賢
、
近
藤
孝
邦
、 

篠
宮
章
、
鈴
木
正
俊
、
長
島
正
、
成
岡
和
美
、 

野
口
ひ
ろ
み
、
野
口
洋
亮
、
八
牧
暢
行
、
湯
山
茂
徳 

87 

安
倍
敏
陽
、
石
神
葉
子
、
石
川
嘉
和
、
石
渡
洋
行
、 

泉
洋
子
、
木
下
攝
、
小
長
井
一
男
、
小
林
俊
隆
、 

澤
井
良
輔
、
高
橋
宏
、
坪
内
和
人
、
林
暁
、
疋
野
幹
男
、

平
岩
正
史
、
水
上
浩
司
、
山
本
信
也
、
横
山
文
子 

88 

宇
佐
美
博
高
、
大
村
康
二
、
奥
田
晃
、
近
藤
秀
樹
、 

塩
沢
潤
、
田
中
育
恵
、
増
田
浩
之
、
武
藤
一
義
、 

矢
部
み
は
る
、
山
田
裕
道 

89 

池
田
磨
佐
人
、
海
野
秀
之
、
北
村
美
佐
子
、
北
村
佳
久
、 

多
々
良
勝
仁
、
中
村
昌
義
、
平
川
慶
子
、
堀
弘
明
、 

宮
村
啓
路 

90 

大
村
健
二
、
栗
山
伸
一
、
佐
野
雅
明
、
清
水
美
久
、 

下
宮
省
吾
、
宗
野
和
夫
、
深
沢
英
昭
、
堀
暢
宏
、 

望
月
博
之
、
森
田
悦
三
、
山
下
雅
子
、
米
澤
宣
行 

91 

芦
澤
康
夫
、
東
昌
子
、
渥
美
恭
弘
、
天
川
由
美
、 

生
田
英
一
郎
、
伊
藤
義
和
、
岩
崎
哲
也
、
宇
佐
美
恵
子
、

小
原
裕
子
、
恩
田
侑
布
子
、
倉
沢
千
明
、
栗
山
雅
之
、

小
林
廉
毅
、
佐
野
靖
宏
、
鈴
木
忠
善
、
田
村
豊
、 

土
崎
弘
子
、
伴
野
昌
厚
、
中
村
未
弓
、
原
幸
彦
、 

船
木
真
由
美
、
蒔
田
隆
佳
、
三
田
村
恵
、
村
松
秀
明 

92 

浮
田
聡
、
日
下
淳
、
清
水
篤
、
田
村
真
弓
、
永
田
俊
介
、

服
部
泰
子
、
舩
越
由
美
子
、
山
川
百
合
子 

93 

青
木
洋
、
阿
部
哲
也
、
石
川
隆
、
稲
葉
繁
、
大
津
仁
昭
、

岡
村
幸
彦
、
小
野
泰
洋
、
勝
又
健
次
、
川
辺
亮
、 

佐
野
啓
子
、
志
賀
浦
伴
昭
、
渋
田
亮
太
、
高
柳
広
之
、

野
毛
宏
、
渡
辺
晃
一
郎 

94 

青
島
正
剛
、
石
川
雅
英
、
稲
葉
宏
、
岩
崎
朝
一
、 

岡
村
仁
、
小
川
志
郎
、
小
山
田
潔
、
亀
山
晴
信
、 

木
村
純
子
、
木
村
寿
克
、
桒
原
千
朗
、
小
池
一
徳
、 

斎
藤
里
美
、
新
村
敏
雄
、
杉
田
智
昭
、
鈴
木
真
次
、 

竹
谷
紀
彦
、
谷
口
寛
明
、
捶
井
隆
、
照
井
徹
、 

林
信
夫
、
松
岡
幹
生
、
松
永
啓
、
松
野
敦
子
、 

山
内
啓
裕
、
山
内
隆
史
、
山
口
道
男 

95 

石
垣
克
至
、
井
上
香
里
、
上
田
洋
平
、
牛
見
豊
、 

内
田
真
理
、
太
田
洋
行
、
大
橋
透
、
大
棟
順
子
、 

岡
部
正
明
、
加
藤
光
俊
、
菊
入
弘
行
、
菊
入
み
ゆ
き
、

佐
藤
茂
孝
、
曽
根
正
裕
、
永
江
総
宣
、
堀
川
和
裕
、

見
原
万
智
子
、
山
本
好
久 

96 

青
木
伸
、
青
木
正
樹
、
秋
山
信
太
、
朝
比
奈
正
人
、 

 

芦
野
光
憲
、
石
田
洋
子
、
井
上
聡
、
海
野
仁
志
、 

大
澤
理
、
桒
原
智
、
田
形
昭
乃
、
辻
田
淳
子
、 

中
尾
安
志
、
細
澤
優
、
山
本
茂
未
、
山
元
一 

97 

安
藤
裕
倫
、
石
野
務
、
大
砂
泰
幸
、
岡
村
浩
志
、 

小
澤
靖
弘
、
窪
田
誠
、
甲
田
直
美
、
櫻
井
の
り
子
、 

清
水
智
人
、
杉
田
太
志
、
鈴
木
康
生
、
髙
林
径
子
、 

 

中
沢
京
子
、
仁
藤
康
雄
、
山
来
真
木
夫 

98 
相
原
圭
一
郎
、
浮
島
禎
之
、
大
石
健
二
、
見
城
寛
、 

古
永
家
宏
幸
、
佐
野
倫
、
鈴
木
由
紀
子
、
竹
下
裕
能
、 

藤
浪
里
佳
、
星
野
典
子
、
村
上
孝
子
、
室
田
真
男
、 

山
本
浩
志 

99 

泉
文
子
、
稲
葉
克
哉
、
川
又
竹
男
、
鈴
木
芳
信
、 

野
元
知
子
、
馬
場
厚
生
、
山
下
暢
久 

100 

五
十
嵐
寧
、
久
保
田
明
史
、
小
西
秀
雄 

101 

穴
澤
敦
子
、
漆
畑
裕
樹
、
大
石
智
子
、
白
井
正
博
、 

夏
目
幸
一
郎 

102 

佐
藤
敬
子
、
佐
藤
友
男
、
橘
和
之
、
谷
津
剛
也
、 

田
村
晋
一
、
渡
辺
晃
生 

103 

大
村
卓
矢
、
大
矢
か
お
り
、
日
下
雄
一
郎
、 

向
田
敏
弘
、
山
下
史
記 

104 

草
谷
緑
、
萩
原
さ
ほ
り
、
吉
崎
亜
由
美
、
吉
田
郁 

105 

山
中
彰
人 

106 

梅
屋
崇
、
新
間
香
織 

107 

安
部
啓
、
木
本
雅
彦
、
小
島
太
郎
、
竹
田
仁 

109 

小
澤
康
裕
、
松
永
鋭
太
郎 

110 

鈴
木
健
一
郎
、
村
山
希
子 

112 

市
川
徳
二
、
加
藤
剛
史 

113 

野
木
森
明
香 

114 

岩
崎
衣
里
子 

115 

土
屋
晴
裕 

119 

青
山
亮
介 

120 

芹
澤
敬
介 

《《  振振込込用用紙紙がが無無くくててもも振振りり込込めめまますす  》》  
  

各銀行のインターネットバンキングサービスを日頃
ご利用の方は、以下口座までお願いします。 
 
****ゆうちょダイレクト****  
 
記号番号 ００００２２２２００--９９--９９９９６６９９  
  
  
****他の銀行からの振込用口座番号****  
 
〇〇二二九九（ゼロニキュウ）店 当座 ００００００９９９９６６９９   
 
（ご利用の各金融機関サービスにより手数料が発
生する場合もございます。） 

関東同窓会は会員の

会費（年間 3,000円）
で運営されておりま

す。同窓生、同期生に

声を掛け合い、ご協力

をお願いします。 
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❣

yamaki@recordchina.co.jp

「何宗ですか？」「ハイ、皆之宗（みなのしゅう）です！」
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